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規 
 

則 

 
埼
玉
県
財
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
六
年
十
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

埼
玉
県
財
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
財
務
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
埼
玉
県
規
則
第
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。 

 

第
百
九
十
四
条
中
「
免
除
」
を
「
放
棄
及
び
埼
玉
県
債
権
の
適
正
な
管
理
に
関
す
る
条
例
（
平

成
二
十
六
年
埼
玉
県
条
例
第
四
号
。
次
条
、
第
二
百
条
第
三
号
及
び
第
二
百
二
条
第
三
項
に
お
い

て
「
条
例
」
と
い
う
。
）
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
債
権
の
放
棄
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一

条
を
加
え
る
。 

 

（
債
権
の
放
棄
） 

第
百
九
十
四
条
の
二 

条
例
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
債
権
の
放
棄
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次

に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
伺
書
に
、
必
要
と
認
め
ら
れ
る
参
考
資
料
を
添
え
て
部
長
の
決
裁

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 

債
権
の
名
称 

 

二 

債
務
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
団
体
の
場
合
は
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
並
び
に
そ
の
名

称
及
び
代
表
者
の
氏
名
） 

 

三 

債
権
金
額 

 

四 

債
権
を
放
棄
し
よ
う
と
す
る
理
由 

 

五 

債
権
の
発
生
及
び
徴
収
に
係
る
履
歴 

 

六 

そ
の
他
必
要
な
事
項 

第
百
九
十
五
条
第
二
項
中
「
前
条
」
を
「
第
百
九
十
四
条
」
に
改
め
る
。 

 

第
二
百
条
に
次
の
一
号
及
び
一
項
を
加
え
る
。 

 

三 

条
例
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
債
権
の
放
棄
を
す
る
こ
と
。 

２ 

前
項
第
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
う
ち
、
軽
易
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
財
政
課
長
に
合
議
す
る

こ
と
に
よ
り
企
画
財
政
部
長
へ
の
合
議
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

第
二
百
二
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

３ 

債
権
管
理
者
は
、
条
例
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
債
権
の
放
棄
が
な
さ
れ
た
と
き
は
、
債
権
管

理
簿
に
そ
の
旨
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

 
 

 
 

 

附 

則 

埼
玉
県
規
則
第
七
十
七
号



 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 



告 
 

示 

 
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
落
札
者
を
決

定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
十
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
二
十
八
号



１ 購入等件名及び数量 

  職員用ノート型パーソナルコンピュータの賃貸借 一式 

２ 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地 

  埼玉県企画財政部情報システム課システム基盤担当 埼玉県さいたま市浦和区

高砂３丁目15番１号 

３ 落札者を決定した日 

  平成26年９月５日 

４ 落札者の氏名及び住所 

  ＮＥＣキャピタルソリューション株式会社 東京都港区港南２丁目15番３号 

５ 落札金額 

  277,332,332円 

６ 契約の相手方を決定した手続 

  一般競争入札 

７ 入札の公告を行った日  

平成26年７月22日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



告 
 

示 

  
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
定

非
営
利
活
動
法
人
を
設
立
し
よ
う
と
す
る
者
か
ら
次
の
と
お
り
申
請
書
が
提
出
さ
れ
た
の
で
、
同

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。 

 

な
お
、
当
該
申
請
に
係
る
定
款
、
役
員
名
簿
、
設
立
趣
旨
書
並
び
に
設
立
当
初
の
事
業
年
度
及

び
翌
事
業
年
度
の
事
業
計
画
書
及
び
活
動
予
算
書
を
、
申
請
書
を
受
理
し
た
日
か
ら
二
月
間
、
県

民
生
活
部
共
助
社
会
づ
く
り
課
及
び
埼
玉
県
南
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
備
え
置
く
方
法

並
び
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
方
法
（
埼
玉
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（

http://www.saitamaken-npo.net/
）
）
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
十
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日 

平
成
二
十
六
年
十
月
二
十
日 

二 

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｅ
Ｄ
Ｏ 

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｔ
Ｅ 

Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｉ
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｓ 

Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ

Ｎ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

 

三 

代
表
者
の
氏
名 

ジ
ョ
ー
ン
ズ 

ケ
ビ
ン
ア
タ
ラ
ー 

四 

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

埼
玉
県
川
口
市
差
間
一
丁
目
十
番
十
六
号 

五 

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的 

こ
の
法
人
は
、
日
本
国
内
外
の
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
人
（
特
に
、
エ
ド
州
出
身
）
に
対
し
、
教
育
、

日
本
に
お
け
る
生
活
上
の
情
報
交
換
・
助
言
、
支
援
等
に
関
す
る
事
業
を
行
い
、
在
日
及
び
在

外
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
人
の
生
活
レ
ベ
ル
及
び
社
会
的
地
位
の
向
上
を
図
り
、
日
本
人
と
の
共
存
、

共
栄
で
き
る
平
和
で
豊
か
な
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
・
日
本
両

国
の
相
互
理
解
と
文
化
交
流
及
び
国
際
関
係
の
推
進
・
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
二
十
九
号



告 
 

示 

  
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、

定
款
の
変
更
の
認
証
を
受
け
よ
う
と
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
か
ら
次
の
と
お
り
申
請
書
が
提

出
さ
れ
た
の
で
、
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す

る
。 

 

な
お
、
当
該
申
請
に
係
る
変
更
後
の
定
款
並
び
に
当
該
定
款
の
変
更
の
日
の
属
す
る
事
業
年
度

及
び
翌
事
業
年
度
の
事
業
計
画
書
及
び
活
動
予
算
書
を
、
申
請
書
を
受
理
し
た
日
か
ら
二
月
間
、

県
民
生
活
部
共
助
社
会
づ
く
り
課
及
び
埼
玉
県
西
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
備
え
置
く
方

法
並
び
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
方
法
（
埼
玉
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（http:/

/www.saitamaken-npo.net/

）
）
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
十
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日 

平
成
二
十
六
年
十
月
二
十
四
日 

二 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
て
あ
し
の
会 

三 

代
表
者
の
氏
名 

田
中 

豊 

四 

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

埼
玉
県
入
間
市
大
字
新
久
八
百
十
九
番
地
十
一 

五 

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的 

こ
の
法
人
は
高
齢
者
・
身
体
・
精
神
障
害
者
な
ど
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
持
つ
人
及
び
そ
の

家
族
に
対
し
、
日
々
の
生
活
の
手
助
け
を
行
い
、
快
適
で
、
安
寧
な
暮
ら
し
に
寄
与
す
る
事
を

目
的
と
す
る
。 

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
三
十
号



告 
 

示 

  
埼
玉
県
の
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
に
つ
い
て
、
埼
玉
県
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公

表
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
七
年
埼
玉
県
条
例
第
四
号
）
第
六
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り

公
表
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
十
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
                           

             

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
三
十
一
号



人事行政の運営等の状況の公表 
 
第１ 人事行政の運営の状況 
 
１ 職員の任免及び職員数に関する状況                                                  
（１）職員の採用及び退職等の状況（平成２５年度）                            （単位：人） 

 区分 
 
職種 

採用 
離職   

退職 免職 
合計 定年 勧奨 普通 死亡 任期満了 分限 懲戒 失職 

一般行政職 553  220  86  102  6  74   2   490  
研究職 18  12  3  6  2  1     24  
医療職 62  20  9  29   5     63  
技能労務職 19  36  10  2  1  5     54  
教育職 2,630  1,148  463  170  27  679  1  5   2,493  
警察職 502  123  172  195  6  4   2   502  
企業職 269  30  11  127  1  12     181  

合  計 
（構成比） 

4,053  

 

  

1,589  

(41.7%)

) 

754  

(19.8%) 

631  

(16.6%) 

43  

(1.1%) 

780  

(20.5%) 

1  

(0.0%) 

9  

(0.2%) 

0  

(0.0%) 

3,807  

(100.0%) 
 （注）１ 上記の数は、再任用職員を含みます。 
      ２ 職種の区分については、次のとおりです(以下（２）に同じ｡)。 
          一般行政職・・・他のいずれにも該当しない職員 
          研 究 職・・・研究職給料表適用者 
          医 療 職・・・医療職給料表(一)、医療職給料表(二)及び医療職給料表(三)の各適用者 
          技能労務職・・・技能職給料表適用者 
     教 育 職・・・教育職給料表(一)及び教育職給料表(二)の各適用者並びに指導主事、社会教育主事及び高等看護学院の教員 
     警 察 職・・・公安職給料表適用者 
     企 業 職・・・企業職給料表(一)、企業職給料表(二)、病院企業職給料表(一)、病院企業職給料表(二)、病院研究職給料表、病院医療職給料表(一)、病院医療職給料表(二)、病院医療職    

                                 給料表(三)及び下水道企業職給料表の各適用者 
    ３ 数字の単位未満は、四捨五入しました。このため、内訳の計が100%にならない場合があります(以下(２)に同じ｡)。 

 
（２）職員の昇任及び降任の状況（平成２５年度）                 
   ＜知事等＞                                                     （単位：人） 

 区分 昇任 降任  
主任 主査級 主幹級 副課長級 課長級 副部長級 部長級 

一般行政職 56  151  130  72  41  22  10  6  
研究職 5  6  9  2  1  1    
医療職 8  13  9  2  2  1    
技能労務職         
教育職         
企業職 73  45  25  20  3  4  3   

合  計 
（構成比） 

142  

(19.9%) 

215  

(30.1%) 

 

173  

(24.2%) 

96  

(13.4%) 

47  

(6.6%) 

28  

(3.9%) 

13  

(1.8%) 

6  

   （注） 知事等とは、任命権者が、知事、議長、選挙管理委員会、代表監査委員、人事委員会、公営企業管理者、病院事業管理者及び下水道事業管理者であるものを言 

      います(以下同じ。）。                                                                          
   

  ＜教育委員会＞                                                      （単位：人） 

 区分 昇任 降任  
主任 主査級 主幹級 副課長級 課長級 副部長級 部長級 

一般行政職 53  74  129  12  13  9  2  3  
医療職 10  2        
技能労務職               
教育職  1  3       

 合  計 
（構成比） 

63  

(20.5%) 

77  

(25.0%) 

132  

(42.9%) 

12  

(3.9%) 

13  

(4.2%) 

9  

(2.9%) 

2  

(0.6%) 

3   



                                    （単位：人） 

 区分 昇任   
主幹教諭 教頭 副校長 校長 

教育職（教員） 182  279  12  218   
合  計 

（構成比） 
182  

(26.3%) 
279  

(40.4%) 
12  

(1.7%) 

 

 

218  

(31.5%) 

 

0  

 
   ＜警察本部長＞                                     （単位：人） 

 区分 昇任 降任  
巡査部長 
主任 

警部補 
係長 

警部 
課長補佐 

警視 
調査官級 

所属長級 

一般行政職 29  11  6  2  1   
研究職 1    1  1   
技能労務職            
警察職 383  234  67  32  20  2  

合  計 
（構成比） 

413  

(52.4%) 

245  

(31.1%) 

73  

(9.3%) 

35  

(4.4%) 

22  

(2.8%) 

 2  

                                                                                    
（３）部門別職員数の状況と主な増減理由                    （各年４月１日現在 単位：人） 

 区分 
部門 

職員数 対前年 
増減数 

主 な 増 減 理 由 
 

平成25年 平成26年 

普 
通 
会 
計 
部 
門 

 

一 
般 
行 
政 
部 
門 

議 会 65  65  0   
 
 
 

総 務 1,148  1,142  ▲6  県民案内業務の民間委託など 

税 務 590  577  ▲13  市町村支援体制の重点化など 

民 生 1,013  1,024  +11  児童相談所の体制強化など 

衛 生 1,262  1,265  +3  救急・周産期医療対策の強化など 

商 工 310  311  +1  先端産業の研究支援など 

労 働 209  202  ▲7  再任用短時間職員への振替など 

農林水産 887  866  ▲21  課の廃止など 

土 木 1,256  1,243  ▲13  派遣職員の減など 

小 計 6,740  6,695  ▲45   

教育部門 40,823  41,028  +205  臨時的任用から本採用への振替など 

警察部門 12,364  12,504  +140  退職者の補充など 

小 計 59,927  60,227  +300   

公 
営 
企 
業 
部 
門 

病 院 2,031  2,080  +49  小児医療センター移転に係る業務増など 

水 道 324  324  0   

下水道 117  118  +1  再任用短時間から一般職員への振替 

その他 80  82  +2  産業団地造成への対応など 

小 計 2,552  2,604  +52   

合 計 62,479  62,831    +352   

（注）この表は、総務省定員管理調査の区分に基づき、職員の配置状況を行政部門別に表にしたもので、職員数は定数条例上の 

定数とは異なります。 

     
 
 
 



（４）年齢別職員構成の状況（平成２６年４月１日現在） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
区 分 

20歳 
 

未満 

20歳 

～  
23歳 

24歳 

～  
27歳 

28歳 

～  
31歳 

32歳 
～  

35歳 

36歳 

～  
39歳 

40歳 

～  
43歳 

44歳 

～  
47歳 

48歳 

～  
51歳 

52歳 

～  
55歳 

56歳 

～  
59歳 

60歳 
 

以上 

計 
 

職員数 
人  

223  
人  

2,601  
人  

6,712  
人  

6,944  
人  

6,199  
人  

4,951  
 

人  
4,899  

人  
4,919  

人  
6,534  

人  
8,785  

人  
8,880  

人  
1,184  

人  
62,831  

 
（５）職員定数の適切な管理                                            

知事部局の職員定数の管理については、平成２６年３月に策定した「埼玉県行財政戦略プログラ 
ム」において、不断に執行体制の効率化を図るとともに、社会経済情勢や県民ニーズに応じて真に 
必要な分野に職員定数を重点的に配分することとしています。 

このため、業務改善や事務事業の見直しなどにより、毎年度、定数の１％以上の削減を行い、増 
員は原則として削減の範囲内で措置することとしています。 

なお、企業局、病院局、下水道局、教育委員会（事務局職員及び県立学校事務職員等県の裁量に 
より削減が可能な職員に限る。）においても、職員定数を適切に管理することとしています。 



２－１ 職員の給与の状況（公営企業職員を除く。） 
（１）人件費の状況（普通会計決算）                                                    

 区 分 住民基本台帳人口 
（２６年１月） 

歳出額 
Ａ 

実質収支 人件費 
Ｂ 

人件費率 
Ｂ/Ａ 

（参考） 
２４年度の人件費

率 

 

平成２５年度 人  
7,288,848  

千円  
1,633,446,137  

千円  
2,896,150  

千円  
593,624,445  

％  
36.3  

％  
38.7  

（注） 平成２５年度決算については、議会の認定に付されている数値であり、現在、審議中です。 
                                                                                      

（２）職員給与費の状況（普通会計決算）                                                

 区 分 職員数 
Ａ 

給与費 一人当たり給与費 
Ｂ／Ａ 

 
給料 職員手当 期末・勤勉手当 計    Ｂ 

平成２５年度 人  
59,926  

 千円  
261,578,555  

   千円  
59,500,339  

千円  
102,260,306  

  千円  
423,339,200  

千円  
7,064  

（注）１ 平成２５年度決算については、議会の認定に付されている数値であり、現在、審議中です。 

２ 職員手当には退職手当を含みません。 

３ 職員数は総務省地方公務員給与実態調査に基づいたもので、総務省定員管理調査に基づく「１ 職員の任免及び職員数に関する状況」の「（３）部門別職員数の

状況と主な増減理由」の職員数とは異なります。 

 
（３）ラスパイレス指数の状況 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（注）１ ラスパイレス指数とは、全地方公共団体の一般行政職の給料月額を同一の基準で比較するため、国の職員数（構成）を用いて、学歴や経験年数の差による影響を

補正し、国の行政職俸給表（一）適用職員の俸給月額を 100として計算した指数です。 

２ 「参考値」は、給与改定・臨時特例法による国家公務員の給与減額措置（平成２４年４月１日から平成２６年３月３１日まで）が無いとした場合の値です。 

３ 埼玉県は、平成２５年７月１日から平成２６年３月３１日までの間、給与に関する地方交付税等の減額に伴う財政状況に対応するため、職員の給与の減額を行い

ました。 

 
（４）職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（平成２６年４月１日現在）    

 区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 
一般行政職 43.6 歳 342,094 円 431,166 円 

 技能労務職 54.3 歳 351,799 円 405,429 円 
 高等学校等教育職 45.5 歳 389,079 円 456,007 円 
 小中学校教育職 42.8 歳 360,672 円 418,890 円 
 警察職 37.9 歳 323,797 円 460,274 円 

（注）１ 職種の区分については、総務省地方公務員給与実態調査の職種区分表によります（以下(５)、（６）及び（７）に同じ。）。 

一般行政職・・・行政職給料表適用者（ただし、国の税務職俸給表及び福祉職俸給表に該当する職員、指導主事、社会教育主事並びに高等看護学院及び農業大学

校の教員を除く）及び事務職給料表適用者 

技能労務職・・・技能職給料表適用者 

高等学校等教育職・・・教育職給料表(一)適用者並びに高等看護学院及び農業大学校の教員 

小学校教育職・・・教育職給料表(二)適用者 

警 察 職・・・公安職給料表適用者 

２ 「平均給料月額」とは、平成２６年４月１日現在における職種ごとの職員の基本給の平均です。 

３ 「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居手当、時間外勤務手当などの諸手当の額を合計したものです。 

 
 
 



（５）職員の初任給の状況（平成２６年４月１日現在）       

区分 初任給 ２年後の給料 
一般行政職   大学卒 178,800 円 191,600 円 

  高校卒 144,500 円 155,700 円 
技能労務職   高校卒 146,700 円 158,600 円 

  中学卒 131,150 円 139,550 円 
高等学校教育職   大学卒 199,700 円 214,000 円 

  高校卒 154,900 円 170,300 円 
小中学校教育職   大学卒 199,700 円 214,000 円 
警察職   大学卒 207,300 円 221,800 円 

  高校卒 179,000 円 187,500 円 
（注） 高等学校教育職・・・高等学校等教育職から特殊教育諸学校、高等看護学院及び農業大学校の教員を除いたものです（以下（６）に同じ。）。 

 

（６）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成２６年４月１日現在） 

 区分 経験年数10年以上15年未満 経験年数20年以上25年未満 
一般行政職 大学卒 290,343 円 

292,527 円 

377,131 円 
高校卒 241,248 円 348,382 円 

技能労務職 高校卒 － 325,692 円 
中学卒 － － 

高等学校教育職 大学卒 340,031 円 420,929 円 
高校卒 263,770 円 329,571 円 

小中学校教育職 大学卒 340,344 円 409,702 円 
警察職 大学卒 313,650 円 405,637 円 

高校卒 269,560 円 374,462 円 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



（７）一般行政職の級別職員数の状況（平成２６年４月１日現在） 

 区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 ８級 ９級 10級 計  
標準的な 
職務内容 

主事 
技師 

主事 
技師 

主査 
主任 

主査 
主任 

主幹 副課長 
主幹 

課長 副部長 部局長 本庁部長  

職員数 人  
749  

人  
986  

人  
1,278 

  

人  
2,608  

人  
1,545  

人  
1,159  

人  
312  

人  
90  

人  
14  

人  
17  

人  
8,758  

構成比 ％  

8.6  

％  

11.3  

％  

14.6  

％  

29.7  

％  

17.6  

％  

13.2  

％  

3.6  

％  

1.0  

％  

0.2  

％  

0.2  

％  

100.0  
（注）１ 埼玉県の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。 

２ 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）昇給への勤務成績の反映状況（知事部局） 

 毎年度、実績評価及び能力評価で構成される人事評価を全職員に実施。なお、副課長級以下
の職員については、併せて別途勤務成績を判定。 
  課所長級以上の職員については、実績評価結果を基本として、昇給の号給数（８～０号給）
を決定。 
  副課長級以下の職員については、勤務成績に基づき、昇給の号給数（６～３以下の号給）を
決定。 

 

 

 

 

 



（９）職員手当の状況                                                                  
  ア 期末手当・勤勉手当                                                             

 埼    玉    県 国  
１人当たりの平均支給額（平成２５年度決算） 

1,615 千円 
－ 

（平成２５年度支給割合） 
     期末手当   勤勉手当 
        2.60  月分    1.35  月分 
       （1.45）月分  （0.65）月分 

（平成２５年度支給割合） 
     期末手当   勤勉手当 
        2.60  月分    1.35  月分 
       （1.45）月分  （0.65）月分 

（加算措置の状況） 
 職制上の段階、職務の級等による加算措置 

・役職加算   5～20％ 
・管理職加算 15～25％ 

（加算措置の状況） 
 職制上の段階、職務の級等による加算措置 

・役職加算   5～20％ 
・管理職加算 10～25％ 

（注）１ 平成２５年度決算については、議会の認定に付されている数値であり、現在、審議中です。 

  ２ （ ）内は、再任用職員に係る支給割合です。 

 

  【参考】勤勉手当への勤務実績の反映状況（知事部局） 

 毎年度、実績評価及び能力評価で構成される人事評価を全職員に実施。なお、副課長級以下
の職員については、併せて別途勤務成績を判定。 
 課所長級以上の職員については、実績評価結果に基づき、支給割合（５段階）を決定。 
 副課長級以下の職員については、勤務成績が良好でない職員の支給割合を、標準の支給割合
から２段階に分け減じている。 

 
   イ 退職手当（平成２６年４月１日現在）                                             

 埼    玉    県 国  
（支給率）    自己都合   勧奨・定年 
 勤続20年   21.62 月分   27.025 月分 
 勤続25年   30.82 月分   36.57 月分 
 勤続35年   43.7 月分  52.44  月分 
 最高限度額    52.44 月分  52.44 月分 
 その他の加算措置     定年前早期退職特例措置 
                        （２％～45％加算） 
 1人当たりの平均支給額     （自己都合）      （勧奨・定年） 
（平成２５年度決算）      4,975 千円   24,572 千円 
 

（支給率）     自己都合 応募認定退職・定年 
 勤続20年   21.62 月分   27.025 月分 
 勤続25年   30.82 月分   36.57 月分 
 勤続35年   43.7 月分  52.44 月分 
 最高限度額   52.44 月分  52.44 月分 
 その他の加算措置     定年前早期退職特例措置 
                       （２％～45％加算） 

（注）１ 平成２５年度決算については、議会の認定に付されている数値であり、現在、審議中です。 

２ 退職手当の１人当たり平均支給額は、平成２５年度に退職した職員に支給された平均額です。 
 
  ウ 地域手当（平成２６年４月１日現在）                                             

  支給実績（平成２５年度決算） 18,991,019 千円 

 支給職員１人当たりの平均支給年額（平成２５年度決算） 317 千円 

支給対象地域 支給率 支給対象職員数 

埼玉県内  7％  60,089人 

東京都特別区等 10％      33人 

(医師・歯科医師) 15％      43人 
（注） 平成２５年度決算については、議会の認定に付されている数値であり、現在、審議中です。 

 
  エ 特殊勤務手当（平成２６年４月１日現在）                                         

 支給実績（平成２５年度決算） 3,488,039 千円  
支給職員１人当たり平均支給年額（平成２５年度決算） 134 千円 
職員全体に占める手当支給職員の割合（平成２５年度決算）        43.5 ％ 
手当の種類（手当数） 

              26 手当 
26 手当 

 手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務 左記職員に対する支給単価 
税務手当 県税事務所等に勤務する職員 県税の賦課徴収業務 月額17,000円、日額650円 

 福祉保健業務手当 福祉事務所等に勤務する職員 ケースワーク等の相談業務等 月額9,700円、日額320円 

 介助及び汚物処理作業手当 病院等に勤務する職員 入院患者の介助及び汚物処理の作業 月額8,000円、日額320円 



 動物取扱手当 保健所等に勤務する職員 野犬捕獲等の業務 日額370円～400円､月額12,500円 
 土木作業手当 県土整備事務所等に勤務する職員 交通の頻繁な道路上での測量等 日額340円 
 消防訓練指導手当 消防学校に勤務する職員 特に危険な消防訓練の指導業務 日額370円 
 公害調査等業務手当 環境管理事務所等に勤務する職員 有毒物を発散する場所での調査等 日額370円 
 し尿処理施設等検査手当 環境管理事務所等に勤務する職員 し尿処理施設又は浄化槽の立入検査等 日額320円 
 保安検査等業務手当 化学保安課等に勤務する職員 危険物貯蔵所の立入検査の業務 日額370円 
 試験等業務手当 試験研究機関等に勤務する職員 人体に有害なガスの発生を伴う業務 日額300円 
 放射線取扱手当 放射線を取り扱う職員 放射線照射装置を使用しての撮影又は透視作業 日額320円 

 防疫業務手当 保健所等に勤務する職員 感染症の患者の救護等 日額320円 
 用地交渉等手当 県土整備事務所等に勤務する職員 用地取得等の交渉業務 日額650円 
 災害応急作業等手当 県土整備事務所等に勤務する職員 重大な災害が発生した道路等での応急作業等 日額610円～730円 

 特殊現場作業手当 農林振興センター等に勤務する職員 高所や水中等特殊な場所での工事作業等 日額320円～370円 

 遺体取扱手当 遺体を取り扱う職員 遺体を取り扱う作業 １体800円～2,500円 

 夜間看護手当 病院に勤務する看護師等 深夜の看護業務 勤務１回2,000円～6,800円 

 変則勤務手当 変則勤務課所に勤務する職員 深夜の業務等 勤務１回730円～1,100円 

 航空業務手当 防災航空隊に勤務する職員 捜索救難の業務 １時間1,900円 
 警察業務手当 警察職員 犯罪捜査又は被疑者逮捕等の業務 日額460円等 

 東日本大震災対処業務手当 原発敷地内等での業務に従事する職員 原発敷地内等での業務 日額660円～13,300円 

 多学年学級担当手当 小中学校の教育職員 ２年以上の学年の児童等で編成される学級での授業等 日額290円 
 兼務手当 県立高等学校の教育職員 正規の勤務時間外に行う兼務課程の勤務 １時間1,400円～1,800円 
 実習等指導手当 県立学校等に勤務する職員 農業実習の教育指導及び理療・看護の教育指導 月額20,000円､日額180円～400円 

 教員特殊業務手当 教育職員 修学旅行での児童等の引率等 日額900円～12,800円 
 教育業務連絡指導手当 教育職員 教務等についての連絡調整及び指導助言 日額200円 

（注） 平成２５年度決算については、議会の認定に付されている数値であり、現在、審議中です。 

 
   オ 時間外勤務手当 

支給実績（平成２５年度決算） 11,273,614 千円 
職員１人当たり平均支給年額（平成２５年度決算）  188 千円 
支給実績（平成２４年度決算） 11,543,926 千円 
職員１人当たり平均支給年額（平成２４年度決算）  193 千円 
（注）１ 平成２５年度決算については、議会の認定に付されている数値であり、現在、審議中です。 

２ 夜間勤務手当を含んでいます。 
 
   カ その他の手当（平成２６年４月１日現在）                                         

 

手当名 内容及び支給単価 国の制度 

との異同 

国の制度と 

異なる内容 

支給実績 

（平成２５度決算) 

支給職員１人当たり 

平均支給年額 

（平成２５年度決算) 

扶養手当 
扶養親族のある職員に支給 
 → 配偶者13,000円等 

同  
           千円  

5,924,160  
       千円  

  238  

住居手当 
借家等居住者 
 → 家賃に応じて月額最高27,000円 

同  
           千円  

3,840,439  
千円  
373  

 
初任給調整 

手当 

大学卒業後一定期間内に採用された 
医師又は歯科医師の職員に支給 
 → 306,000円(又は50,000円)以内 

同  
           千円  

123,645  
       千円  

 2,875  

 

通勤手当 

①交通機関（電車等）利用者 
 → 運賃等相当額 
  （原則として６カ月定期券価額） 

異 支給上限 
           千円  

 
6,530,065  

       千円  
 

 127  

 ②交通用具（自動車等）利用者 
 → 距離に応じた額 

異 支給額等 

 
単身赴任手当 

単身赴任の職員に支給 
 → 23,000円＋加算額 

同  
           千円  
37,900  

       千円  
324  

 

特地勤務手当 

生活の著しく不便な山間地に勤務する 
職員に支給 
 → 支給率４～８％ 

同  
           千円  

0  
       千円  

0  



 

へき地手当 

生活の著しく不便な山間地に勤務する 
学校職員に支給 
 → 支給率４～16％ 

同  
           千円  

       449  
       千円  

  56  

 
休日勤務手当 

祝日等において勤務を命ぜられた職員 
に支給 
 → 勤務１時間当たりの給与額×135/100 

同  
           千円  

 1,392,602  
       千円  

 344  

 
宿日直手当 

宿直又は日直勤務をした場合に支給 
 → 勤務１回につき、1,000円～20,000円 

同  
           千円  

 1,248,079  
       千円  

 287  

 管理職員特別勤

務手当 

管理職が祝日等に勤務した場合に支給 
 → 勤務１回につき、4,000円～18,000円 

同  
            千円  

  103,987  
       千円  

 539  

 
夜間勤務手当 

午後10時から翌日の午前5時までの間 
（深夜）に勤務した職員に支給 
 → 勤務１時間当たりの給与額×25/100 

同  
                            千円  

－ 
千円  

－ 

 
管理職手当 

管理、監督の地位にある職員に支給 
 → 月額25,900円～136,000円 

同  
           千円  

3,334,552  
       千円  

783  

 
義務教育等 

教員特別手当 

義務教育諸学校等に勤務する教育職員 
に支給 
 → 月額2,000円～8,000円 

  
           千円  

2,753,600  
       千円  

 73  

 
定時制通信 

教育手当 

定時制の課程又は通信制の課程に勤務 
する教育職員に支給 
 → 各級ごとに定額（月額） 
     夜間勤務１回につき730円（日額） 

  

           千円  
190,030  

       千円  
 368  

 
産業教育手当 

農業又は工業に関する実習を行う高等 
学校の教育職員に支給 
 → 各級ごとに定額（月額） 

  
           千円  

 233,786  
       千円  

398  

 
農林業普及 

指導手当 

農業又は林業に関する普及指導業務を 
行う職員(管理職を除く｡)に支給 
 → 支給率６％ 

  
           千円  
34,373  

       千円  
 264  

（注） 平成２５年度決算については、議会の認定に付されている数値であり、現在、審議中です。 

 
（10）特別職の報酬等の状況（平成２６年４月１日現在）                                  

区   分 給  料  月  額  等 
給 
料 

知   事 
副 知 事 

1,420,000 円 
1,134,000 円 

報 
酬 

議   長 
副 議 長 
議   員 

1,144,000 円 
1,016,000 円 
  927,000 円 

期 
末 
手 
当 

知   事 

副 知 事 

（平成２５年度支給割合） 
2.065 月分 （ 2.95 月分 ) 
2.655 月分 （ 2.95 月分 ) 

議   長 

副 議 長 

議   員 

（平成２５年度支給割合） 
2.95 月分 

退 
職 
手 
当 

知   事 

副 知 事 

（算定方式）            （１期の手当額） （支給時期） 
1,420,000 円×12×在職年数×0.6     40,896,000 円  任期毎 
1,134,000 円×12×在職年数×0.46    25,038,720 円  任期毎 

（注）１ 期末手当の（ ）内は、減額措置を行う前の支給割合です。 

２ 知事及び副知事はそれぞれ期末手当の20％、10％を減額しています。 

３ 退職手当の「１期の手当額」は、４月１日現在の給料月額及び支給率に基づき、１期（４年＝48月）勤めた場合における退職手当の見込額です。       



２－２ 公営企業職員の給与の状況 
（１）工業用水道事業 
  ア 職員給与費の状況 
  （ア）決算                                              

 区分 総費用 
Ａ 

純損益又は 
実質収支 

職員給与費 
Ｂ 

総費用に占める 
職員給与費比率 

Ｂ/Ａ 

（参考） 
２４年度の総費用に占める 

職員給与費比率 

 

平成２５年度 千円 
1,692,349 

千円 
395,579 

千円 
177,922 

％ 
10.5 

％ 
15.3 

（注）１ 平成２５年度決算については、議会の認定に付されている数値であり、現在、審議中です。 

  ２ 資本勘定支弁職員に係る職員給与費16,971千円を含みません。                                                  
                                    

  （イ）予算                                            

 区分 職員数 
Ａ 

給与費 一人当たり給与費 
Ｂ／Ａ 

 
給料 職員手当 期末・勤勉手当   計  Ｂ 

平成２６年度        人 
30 

千円 
126,042 

千円 
41,580 

千円 
65,311 

千円 
232,933 

千円 
7,764 

（注） 職員手当には退職手当を含みません。 

          
  イ 職員の平均年齢、基本給及び平均月収額の状況（平成２６年４月１日現在）    

 平均年齢 基本給 平均月収額  
43.5歳 338,734円 516,410円 

(注）１ 基本給は、給料、扶養手当及び地域手当の合算額です。 

         ２ 平均月収額には、期末・勤勉手当を含みます。 
 
  ウ 職員の手当の状況                                                                  
  （ア）期末手当・勤勉手当                                                             

 １人当たりの平均支給額（平成２５年度決算） 
1,390千円 

 

（平成２５年度支給割合） 
     期末手当   勤勉手当 
        2.60  月分    1.35  月分 
       （1.45）月分  （0.65）月分 

（加算措置の状況） 
 職制上の段階、職務の級等による加算措置 

・役職加算   5～20％ 
・管理職加算 15～25％ 

（注）１ 平成２５年度決算については、議会の認定に付されている数値であり、現在、審議中です。 

           ２ （   ）内は、再任用職員に係る支給割合です。 
 
   （イ）退職手当（平成２６年４月１日現在）                                             

 （支給率）    自己都合   勧奨・定年 
 勤続20年   21.62 月分   27.025 月分 
 勤続25年   30.82 月分   36.57 月分 
 勤続35年   43.7 月分  52.44  月分 
 最高限度額    52.44 月分  52.44 月分 
 その他の加算措置     定年前早期退職特例措置 
                        （２％～45％加算） 
 1人当たりの平均支給額     （自己都合）   （勧奨・定年） 
（平成２５年度決算）   ０千円   ０千円 

 

（注）１ 平成２５年度決算については、議会の認定に付されている数値であり、現在、審議中です。 

           ２ 退職手当の１人当たり平均支給額は、平成２５年度に退職した職員に支給された平均額です。 
 
 



 
  （ウ）地域手当（平成２６年４月１日現在）                                             

  支給実績（平成２５年度決算） 7,635 千円  
 支給職員１人当たりの平均支給年額（平成２５年度決算） 263 千円 

支給対象地域 支給率 支給対象職員数 
埼玉県内 7％ 29人 

（注） 平成２５年度決算については、議会の認定に付されている数値であり、現在、審議中です。 

 
  （エ）特殊勤務手当（平成２６年４月１日現在）                                         

 支給実績（平成２５年度決算） 3,275 千円  
支給職員１人当たり平均支給年額（平成２５年度決算） 182 千円 
職員全体に占める手当支給職員の割合（平成２５年度） 62.1 ％ 

手 当 の 種 類（手 当 数） 3手当 
手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務 左記職員に対する支給単価 

現場業務手当 浄水場に勤務する職員 給水に関する現場業務等 月額13,000円、日額650円 

用地交渉等業務手当 右の業務に従事する職員 用地取得又は損失補償の交渉業務 日額650円 

夜間業務手当 浄水場に勤務する職員 正規の勤務時間の一部又は全部が深

夜に行われる業務 

勤務1回1,300円 

（注） 平成２５年度決算については、議会の認定に付されている数値であり、現在、審議中です。 

 
 （オ）時間外勤務手当 

 支給実績（平成２５年度決算） 6,351 千円  
職員１人当たり平均支給年額（平成２５年度決算） 219 千円 
支給実績（平成２４年度決算） 6,810 千円 
職員１人当たり平均支給年額（平成２４年度決算） 235 千円 

（注）１ 平成２５年度決算については、議会の認定に付されている数値であり、現在、審議中です。 

    ２ 夜間勤務手当を含んでいます。 

 
   （カ）その他の手当（平成２６年４月１日現在）     

  

手当名 

 

内容及び支給単価 
一般行政 

職の制度 
との異同 

一般行政職 

の制度と 
異なる内容 

支給実績 

 
（平成25年度決算) 

支給職員１人当たり 

平均支給年額 
（平成25年度決算) 

 

扶養手当 
扶養親族のある職員に支給 
 → 配偶者13,000円等 

同  
      千円  

4,414  
        千円  
        276  

住居手当 
借家等居住者 
 → 家賃に応じて月額最高27,000円 

同 
 

 
       千円  

314  
        千円  
        314  

初任給調整手 
当 

大学卒業後一定期間内に採用された医 
師又は歯科医師の職員に支給 
 → 306,000円（又は50,000円）以内 

同  

       千円  
          0  

        千円  
           0  

 

通勤手当 

①交通機関（電車等）利用者 

 → 運賃等相当額 
 （原則として６カ月定期券価額） 

同  

      千円  
 

6,000  
 

       

        千円  
 

214  
 

        

 

②交通用具（自動車等）利用者 
 → 距離に応じた額 

同  

 
単身赴任手当 

単身赴任の職員に支給 
 → 23,000円＋加算額 

同  
       千円  

0  
        千円  

0  
 

 

特地勤務手当 

生活の著しく不便な山間地に勤務する 
職員に支給 
 → 支給率４～８％ 

同  

       千円  
0  

        千円  
          0  

 

 

休日勤務手当 

祝日等において勤務を命ぜられた職員 

に支給 
 → 勤務１時間当たりの給与額×135/100 

同  

       千円  
1,710  

        千円  
155  

 



 
宿日直手当 

宿直又は日直勤務をした場合に支給 
 → 勤務1回につき1,000円～20,000円 

同  
       千円  
        0  

        千円  
         0  

 

 管理職員特別 
勤務手当 

管理職が祝日等に勤務した場合に支給 
 → 勤務1回につき4,000円～18,000円 

同  
      千円  
        93  

        千円  
         93  

 

 

夜間勤務手当 

午後10時から翌日の午前５時までの間 
（深夜）に勤務した職員に支給 
 → 勤務１時間当たりの給与額×25/100 

同  

       千円 
－ 

        千円 
－ 

 

 
管理職手当 

管理、監督の地位にある職員に支給 
 → 月額57,800円～136,000円 

同  
千円  

      2,593  
        千円  
       864  

 

     （注） 平成２５年度決算については、議会の認定に付されている数値であり、現在、審議中です。 
 
（２）水道用供給事業 
  ア 職員給与費の状況 
  （ア）決算                                              

 区分 総費用 
Ａ 

純損益又は 
実質収支 

職員給与費 
Ｂ 

総費用に占める 
職員給与費比率 

Ｂ/Ａ 

（参考） 
２４年度の総費用に占める 

職員給与費比率 

 

平成２５年度 千円 
37,896,710 

千円 
3,767,324 

千円 
1,966,655 

％ 
5.2 

％ 
6.4 

（注）１ 平成２５年度決算については、議会の認定に付されている数値であり、現在、審議中です。 

  ２ 資本勘定支弁職員に係る職員給与費627,936千円を含みません。                                                 
                                     

  （イ）予算                                            

 区分 職員数 
Ａ 

給与費 一人当たり給与費 
Ｂ／Ａ 

 
給料 職員手当 期末・勤勉手当   計  Ｂ 

平成２６年度        人 
345 

千円 
1,414,958 

千円 
448,208 

千円 
742,249 

千円 
2,605,415 

千円 
7,552 

（注） 職員手当には退職手当を含みません。 

 
  イ 職員の平均年齢、基本給及び平均月収額の状況（平成２６年４月１日現在）    

 平均年齢 基本給 平均月収額  
43.7歳 346,916円 522,573円 

(注）１ 基本給は、給料、扶養手当及び地域手当の合算額です。 

        ２ 平均月収額には、期末・勤勉手当を含みます。 
 
  ウ 職員の手当の状況                                                                  
  （ア）期末手当・勤勉手当                                                             

 １人当たりの平均支給額（平成２５年度決算） 
1,402千円 

 

（平成２５年度支給割合） 
     期末手当   勤勉手当 
        2.60  月分    1.35  月分 
       （1.45）月分  （0.65）月分 

（加算措置の状況） 
 職制上の段階、職務の級等による加算措置 

・役職加算   5～20％ 
・管理職加算 15～25％ 

（注）１ 平成２５年度決算については、議会の認定に付されている数値であり、現在、審議中です。 

          ２ （   ）内は、再任用職員に係る支給割合です。 
 
 
 
 
 



   （イ）退職手当（平成２６年４月１日現在）                                             

 （支給率）    自己都合   勧奨・定年 
 勤続20年   21.62 月分   27.025 月分 
 勤続25年   30.82 月分   36.57 月分 
 勤続35年   43.7 月分  52.44  月分 
 最高限度額    52.44 月分  52.44 月分 
 その他の加算措置     定年前早期退職特例措置 
                        （２％～45％加算） 
 1人当たりの平均支給額     （自己都合）      （勧奨・定年） 
（平成２５年度決算）  225千円    23,574千円 

 

（注）１ 平成２５年度決算については、議会の認定に付されている数値であり、現在、審議中です。 

           ２ 退職手当の１人当たり平均支給額は、平成２５年度に退職した職員に支給された平均額です。 
 
  （ウ）地域手当（平成２６年４月１日現在）                                             

  支給実績（平成２５年度決算） 91,851 千円  
 支給職員１人当たりの平均支給年額（平成２５年度決算） 268 千円 

支給対象地域 支給率 支給対象職員数 
埼玉県内  7％ 340人 

 東京都特別区等 10％  3人  
（注） 平成２５年度決算については、議会の認定に付されている数値であり、現在、審議中です。 

 
  （エ）特殊勤務手当（平成２６年４月１日現在）                                         

 支給実績（平成２５年度決算） 39,797 千円  
支給職員１人当たり平均支給年額（平成２５年度決算） 176 千円 
職員全体に占める手当支給職員の割合（平成２５年度） 65.9 ％ 

手 当 の 種 類（手 当 数） 3手当 
手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務 左記職員に対する支給単価 

現場業務手当 浄水場に勤務する職員 給水に関する現場業務等 月額13,000円、日額650円 

用地交渉等業務手当 右の業務に従事する職員 用地取得又は損失補償の交渉業務 日額650円 

夜間業務手当 浄水場に勤務する職員 正規の勤務時間の一部又は全部が深

夜に行われる業務 

勤務1回1,300円 

（注） 平成２５年度決算については、議会の認定に付されている数値であり、現在、審議中です。 
 
  （オ）時間外勤務手当 

 支給実績（平成２５年度決算） 87,503 千円  
職員１人当たり平均支給年額（平成２５年度決算） 256 千円 
支給実績（平成２４年度決算） 90,239 千円 
職員１人当たり平均支給年額（平成２４年度決算） 269 千円 
（注）１ 平成２５年度決算については、議会の認定に付されている数値であり、現在、審議中です。 

    ２ 夜間勤務手当を含んでいます。 
   
  （カ）その他の手当（平成２６年４月１日現在）    

  

手当名 

 

内容及び支給単価 
一般行政 

職の制度 
との異同 

一般行政職 

の制度と 
異なる内容 

支給実績 

 
（平成25年度決算) 

支給職員１人当たり 

平均支給年額 
（平成25年度決算) 

 

扶養手当 
扶養親族のある職員に支給 
 → 配偶者13,000円等 

同 
       千円  

37,289 
        千円  
        235  

住居手当 
借家等居住者 
 → 家賃に応じて月額最高27,000円 

同 
 

        千円  
18,951 

       千円  
        332  

初任給調整手 
当 

大学卒業後一定期間内に採用された医 
師又は歯科医師の職員に支給 
 → 306,000円（又は50,000円）以内 

同 

        千円  
          0  

      千円  
           0  



 

通勤手当 

①交通機関（電車等）利用者 

→ 運賃等相当額 
 （原則として６カ月定期券価額） 
 

同 

       千円  
 

58,826 
 

       

        千円  
 

183 
  

        

 

②交通用具（自動車等）利用者 
 → 距離に応じた額 

同 
 

 
単身赴任手当 

単身赴任の職員に支給 
 → 23,000円＋加算額 

同 
        千円  

492  
        千円  

492  
 

 

特地勤務手当 

生活の著しく不便な山間地に勤務する 
職員に支給 
 → 支給率４～８％ 

同 

        千円  
0  

        千円  
         0  

 

 
休日勤務手当 

祝日等において勤務を命ぜられた職員 

に支給 
 → 勤務１時間当たりの給与額×135/100 

同 

        千円  
20,202 

       千円  
137  

 

 
宿日直手当 

宿直又は日直勤務をした場合に支給 
 → 勤務1回につき1,000円～20,000円 

同 
        千円  

          0  
        千円  
          0  

 

 管理職員特別 
勤務手当 

管理職が祝日等に勤務した場合に支給 
 → 勤務1回につき4,000円～18,000円 

同 
       千円  

        133  
        千円  
         15  

 

 

夜間勤務手当 

午後10時から翌日の午前５時までの間 
（深夜）に勤務した職員に支給 
 → 勤務１時間当たりの給与額×25/100 

同 

        千円  
－ 

        千円  
－ 

 

 
管理職手当 

管理、監督の地位にある職員に支給 
 → 月額57,800円～136,000円 

同 
 千円  

33,701  
        千円  

991  
 

（注） 平成２５年度決算については、議会の認定に付されている数値であり、現在、審議中です。 
 
（３）地域整備事業 
  ア 職員給与費の状況 
  （ア）決算                                              

 区分 総費用 
Ａ 

純損益又は 
実質収支 

職員給与費 
Ｂ 

総費用に占める 
職員給与費比率 

Ｂ/Ａ 

（参考） 
２４年度の総費用に占める 

職員給与費比率 

 

平成２５年度 千円 
4,838,135 

千円 
3,674,344 

千円 
185,925 

％ 
3.8 

％ 
9.9 

（注）１ 平成２５年度決算については、議会の認定に付されている数値であり、現在、審議中です。 

  ２ 資本勘定支弁職員に係る職員給与費110,726千円を含みません。                                                 
                                     

  （イ）予算                                            

 区分 職員数 
Ａ 

給与費 一人当たり給与費 
Ｂ／Ａ 

 
給料 職員手当 期末・勤勉手当   計  Ｂ 

平成２６年度        人 
39 

千円 
178,433 

千円 
43,310 

千円 
94,431 

千円 
316,174 

千円 
8,107 

（注） 職員手当には退職手当を含みません。 

 
  イ 職員の平均年齢、基本給及び平均月収額の状況（平成２６年４月１日現在）    

 平均年齢 基本給 平均月収額  
43.3歳 394,434円 602,808円 

(注）１ 基本給は、給料、扶養手当及び地域手当の合算額です。 

         ２ 平均月収額には、期末・勤勉手当を含みます。 
 
 
 
 
 
 
 



  ウ 職員の手当の状況                                                                  
  （ア）期末手当・勤勉手当                                                             

 １人当たりの平均支給額（平成２５年度決算） 
1,694千円 

 

（平成２５年度支給割合） 
     期末手当   勤勉手当 
        2.60  月分    1.35  月分 
       （1.45）月分  （0.65）月分 

（加算措置の状況） 
 職制上の段階、職務の級等による加算措置 

・役職加算   5～20％ 
・管理職加算 15～25％ 

（注）１ 平成２５年度決算については、議会の認定に付されている数値であり、現在、審議中です。 

          ２ （   ）内は、再任用職員に係る支給割合です。 
 
   （イ）退職手当（平成２６年４月１日現在）                                             

 （支給率）    自己都合   勧奨・定年 
 勤続20年   21.62 月分   27.025 月分 
 勤続25年   30.82 月分   36.57 月分 
 勤続35年   43.7 月分  52.44  月分 
 最高限度額    52.44 月分  52.44 月分 
 その他の加算措置     定年前早期退職特例措置 
                        （２％～45％加算） 
 1人当たりの平均支給額   （自己都合）   （勧奨・定年） 
（平成２５年度決算）   0千円    0千円 

 

（注）１ 平成２５年度決算については、議会の認定に付されている数値であり、現在、審議中です。 

          ２ 退職手当の１人当たり平均支給額は、平成２５年度に退職した職員に支給された平均額です。 
 
  （ウ）地域手当（平成２６年４月１日現在）                                             

  支給実績（平成２５年度決算） 11,308 千円  
 支給職員１人当たりの平均支給年額（平成２５年度決算） 306 千円 

支給対象地域 支給率 支給対象職員数 
埼玉県内 7％ 37人 

（注） 平成２５年度決算については、議会の認定に付されている数値であり、現在、審議中です。 
 
  （エ）特殊勤務手当（平成２６年４月１日現在） 

 支給実績（平成２５年度決算） 761 千円  
支給職員１人当たり平均支給年額（平成２５年度決算） 69 千円 
職員全体に占める手当支給職員の割合（平成２５年度） 29.7 ％ 

手 当 の 種 類（手 当 数） 2手当 
手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務 左記職員に対する支給単価 

現場業務手当 地域整備事務所に勤務する職員 団地造成に関する現場業務等 月額7,800円、日額650円 

用地交渉等業務手当 右の業務に従事する職員 用地取得又は損失補償の交渉業務 日額650円 

（注） 平成２５年度決算については、議会の認定に付されている数値であり、現在、審議中です。 

 
（オ）時間外勤務手当 

 支給実績（平成２５年度決算） 14,749 千円  
職員１人当たり平均支給年額（平成２５年度決算） 399 千円 
支給実績（平成２４年度決算） 7,364 千円 
職員１人当たり平均支給年額（平成２４年度決算） 205 千円 

（注）１ 平成２５年度決算については、議会の認定に付されている数値であり、現在、審議中です。 

    ２ 夜間勤務手当を含んでいます。 

 
 



   （カ）その他の手当（平成２６年４月１日現在）  

  

手当名 

 

内容及び支給単価 
一般行政 

職の制度 
との異同 

一般行政職 

の制度と 
異なる内容 

支給実績 

 
（平成25年度決算) 

支給職員１人当たり 

平均支給年額 
（平成25年度決算) 

 

扶養手当 
扶養親族のある職員に支給 
 → 配偶者13,000円等 

同 
       千円  

5,248  
千円 
219 

住居手当 
借家等居住者 
 → 家賃に応じて月額最高27,000円 

同 
 

        千円  
2,544 

  

千円 
318 

初任給調整手 
当 

大学卒業後一定期間内に採用された医 
師又は歯科医師の職員に支給 
 → 306,000円（又は50,000円）以内 

同 

        千円  
0 

千円 
0 

 

通勤手当 

①交通機関（電車等）利用者 

 → 運賃等相当額 
 （原則として６カ月定期券価額） 
 

同 
 千円 

 
5,076 

 
       

千円 
 

137 
 

        

 

②交通用具（自動車等）利用者 
 → 距離に応じた額 

同 
 

 
単身赴任手当 

単身赴任の職員に支給 
 → 23,000円＋加算額 

同 
 千円 

0 
千円 

0 
 

 

特地勤務手当 

生活の著しく不便な山間地に勤務する 
職員に支給 
 → 支給率４～８％ 

同 

 千円 
0 

千円 
0 

 

 
休日勤務手当 

祝日等において勤務を命ぜられた職員 

に支給 
 → 勤務１時間当たりの給与額×135/100 

同 

 千円 
73 

千円 
15 

 

 
宿日直手当 

宿直又は日直勤務をした場合に支給 
 → 勤務1回につき1,000円～20,000円 

同 
 千円 

0 
千円 

0 
 

 管理職員特別 
勤務手当 

管理職が祝日等に勤務した場合に支給 
 → 勤務1回につき4,000円～18,000円 

同 
 千円 

0 
千円 

0 
 

 

夜間勤務手当 

午後10時から翌日の午前５時までの間 
（深夜）に勤務した職員に支給 
 → 勤務１時間当たりの給与額×25/100 

同 

 千円 
－ 

千円 
－ 

 

 
管理職手当 

管理、監督の地位にある職員に支給 
 → 月額57,800円～136,000円 

同 
 千円 

4,758 
千円 
952 

 

（注） 平成２５年度決算については、議会の認定に付されている数値であり、現在、審議中です。 
 
（４）病院事業 
  ア 職員給与費の状況 
  （ア）決算                                              

 区分 総費用 
Ａ 

純損益又は 
実質収支 

職員給与費 
Ｂ 

総費用に占める 
職員給与費比率 

Ｂ/Ａ 

（参考） 
２４年度の総費用に占める 

職員給与費比率 

 

平成２５年度 千円 
40,885,684 

 

千円 
△1,857,969 

 

千円 
18,611,381 

％ 
45.5 

％ 
48.3 

（注）１ 平成２５年度決算については、議会の認定に付されている数値であり、現在、審議中です。 

  ２ 資本勘定支弁職員に係る職員給与費397,177千円を含みません。                                                 
                                     
  （イ）予算                                            

 区分 職員数 
Ａ 

給与費 一人当たり給与費 
Ｂ／Ａ 

 
給料 職員手当 期末・勤勉手当   計  Ｂ 

平成２６年度 人 
2,084 

千円 
8,499,666 

千円 
4,401,270 

千円 
3,219,533 

千円 
16,120,469 

千円 
7,735 

（注） 職員手当には退職手当を含みません。 



  イ 職員の平均年齢、基本給及び平均月収額の状況（平成２６年４月１日現在）    

 平均年齢 基本給 平均月収額  
37.1歳 336,344円 593,934円 

(注）１ 基本給は、給料、扶養手当及び地域手当の合算額です。 

         ２ 平均月収額には、期末・勤勉手当を含みます。 

 
  ウ 職員の手当の状況                                                                  
  （ア）期末手当・勤勉手当                                                             

 １人当たりの平均支給額（平成２５年度決算） 
1,416千円 

 

（平成２５年度支給割合） 
     期末手当   勤勉手当 
        2.60  月分    1.35  月分 
       （1.45）月分  （0.65）月分 

（加算措置の状況） 
 職制上の段階、職務の級等による加算措置 

・役職加算   5～20％ 
・管理職加算 15～25％ 

（注）１ 平成２５年度決算については、議会の認定に付されている数値であり、現在、審議中です。 

          ２ （   ）内は、再任用職員に係る支給割合です。 

 
   （イ）退職手当（平成２６年４月１日現在）                                             

 （支給率）    自己都合   勧奨・定年 
 勤続20年   21.62 月分   27.025 月分 
 勤続25年   30.82 月分   36.57 月分 
 勤続35年   43.7 月分  52.44  月分 
 最高限度額    52.44 月分  52.44 月分 
 その他の加算措置     定年前早期退職特例措置 
                        （２％～45％加算） 
 1人当たりの平均支給額   （自己都合）  （勧奨・定年） 
（平成２５年度決算） 1,149千円  20,700千円 

 

（注）１ 平成２５年度決算については、議会の認定に付されている数値であり、現在、審議中です。 

          ２ 退職手当の１人当たり平均支給額は、平成２５年度に退職した職員に支給された平均額です。 

 
  （ウ）地域手当（平成２６年４月１日現在）                                             

  支給実績（平成２５年度決算） 645,493 千円  
 支給職員１人当たりの平均支給年額（平成25年度決算） 317 千円 

支給対象地域 支給率 支給対象職員数 
埼玉県内（医師） 15％   244人 

 埼玉県内（医師以外）  7％ 1,840人  
（注） 平成２５年度決算については、議会の認定に付されている数値であり、現在、審議中です。 

 
  （エ）特殊勤務手当（平成２６年４月１日現在）                                         

 支給実績（平成２５年度決算） 324,385 千円  
支給職員１人当たり平均支給年額（平成２５年度決算） 308 千円 
職員全体に占める手当支給職員の割合（平成２５年度） 51.8 ％ 

手 当 の 種 類（手 当 数） 8手当 
手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務 左記職員に対する支給単価 

福祉保健業務手当 精神医療センターに勤務する職員 ケースワーク等の相談業務等 月額9,700円、日額320円 

介助及び汚物処理作業 病棟に勤務する職員 入院患者の介助及び汚物処理の作業 月額8,000円、日額320円 

試験等業務手当 試験研究機関に勤務する職員 発がん性物質を使用するがん試験

研究業務 

日額300円 

放射線取扱手当 放射線技術部の職員 放射線管理区域内で行う検査業務 日額320円 

防疫業務手当 循環器・呼吸器病センターに勤務する職員 結核患者に直接接する介助等 日額320円 

遺体取扱手当 遺体を取り扱う職員 遺体を取り扱う作業 １体800円～2,500円 



 夜間看護手当 病院に勤務する看護師等 深夜の看護業務 勤務１回2,000円～6,800円  
 変則勤務手当 変則勤務に従事する薬剤師 深夜の業務等 勤務1回730円～1,100円  

（注） 平成２５年度決算については、議会の認定に付されている数値であり、現在、審議中です。 

 
   （オ）時間外勤務手当 

 支給実績（平成２５年度決算） 1,456,564 千円  
職員１人当たり平均支給年額（平成２５年度決算） 863 千円 
支給実績（平成２４年度決算） 1,448,798 千円 
職員１人当たり平均支給年額（平成２４年度決算） 934 千円 
（注）１ 平成２５年度決算については、議会の認定に付されている数値であり、現在、審議中です。 

     ２ 夜間勤務手当を含んでいます。 

 
   （カ）その他の手当（平成２６年４月１日現在）                                         

 
 

手当名 

 

内容及び支給単価 
一般行政 

職の制度 
との異同 

一般行政職 

の制度と 
異なる内容 

支給実績 

 
（平成25年度決算) 

支給職員１人当たり 

平均支給年額 
（平成25年度決算) 

 

扶養手当 
扶養親族のある職員に支給 
→ 配偶者13,000円等 

同 
 

 

千円 

141,153 

千円 

233 

住居手当 
①借家等居住者 
 → 家賃に応じて月額最高27,000円 

同 
 

 

千円 

143,100 

千円 

328 

初任給調整手当 

大学卒業後一定期間内に採用された医

師又は歯科医師の職員に支給 
→ 306,000円以内 

同 

 

 

 

千円 

771,390 

 

千円 

3,311 

通勤手当 

①交通機関（電車等）利用者 
 → 運賃等相当額 
 （原則として６カ月定期券価額） 

同 
 

 

 

千円 

 

202,292 

千円 

 

137 
②交通用具（自動車等）利用者 
 → 距離に応じた額 

同 
 

 

単身赴任手当 
単身赴任の職員に支給 
→ 23,000円＋加算額  

同 
 

 

千円 

972 

千円 

486 

宿日直手当 
宿直又は日直勤務をした場合に支給 
→ 勤務1回につき、4,200～20,000円  

同 
 

 

千円 

179,584 

千円 

364 

管理職員特別

勤務手当 

管理職が祝日等に勤務した場合に支給 

→ 勤務1回につき、4,000～18,000円 
同 

 

 

千円 

4,161 

千円 

143 

休日勤務手当 

祝日等において勤務を命ぜられた職員 
に支給 
 → 勤務1時間当たりの給与額×135/100 

同 

 

 

 

千円 

239,838 

 

千円 

335 

管理職手当 
管理、監督の地位にある職員に支給 
→ 月額62,900円～139,600円 同 

 

 

千円 

86,812 

千円 

1,157 

（注） 平成２５年度決算については、議会の認定に付されている数値であり、現在、審議中です。 
 
（５）流域下水道事業 
  ア 職員給与費の状況 
（ア）決算                                              

 区分 総費用 
Ａ 

純損益又は 
実質収支 

職員給与費 
Ｂ 

総費用に占める 
職員給与費比率 

Ｂ/Ａ 

（参考） 
２４年度の総費用に占める 

職員給与費比率 

 

平成２５年度 千円 
32,854,190 

千円 
△2,534,017 

千円 
703,316 

 
 

％ 
2.1 

 

％ 
2.9 

（注）１ 平成２５年度決算については、議会の認定に付されている数値であり、現在、審議中です。 

  ２ 資本勘定支弁職員に係る職員給与費362,674千円を含みません。 



 

  （イ）予算                                            

 区分 職員数 
Ａ 

給与費 一人当たり給与費 
Ｂ／Ａ 

 
給料 職員手当 期末・勤勉手当   計  Ｂ 

平成２６年度        人 
120 

千円 
522,004 

千円 
131,552 

千円 
259,316 

千円 
912,872 

千円 
7,608 

（注） 職員手当には退職手当を含みません。 
 
  イ 職員の平均年齢、基本給及び平均月収額の状況（平成２６年４月１日現在）    

 平均年齢 基本給 平均月収額  
45.4歳 380,262円 574,046円 

(注）１ 基本給は、給料、扶養手当及び地域手当の合算額です。 

   ２ 平均月収額には、期末・勤勉手当を含みます。 

 
  ウ 職員の手当の状況                                                                  
  （ア）期末手当・勤勉手当                                                             

 １人当たりの平均支給額（平成２５年度決算） 
1,512千円 

 

（平成２５年度支給割合） 
     期末手当   勤勉手当 
        2.60  月分    1.35  月分 
       （1.45）月分  （0.65）月分 

（加算措置の状況） 
 職制上の段階、職務の級等による加算措置 

・役職加算   5～20％ 
・管理職加算 15～25％ 

（注）１ 平成２５年度決算については、議会の認定に付されている数値であり、現在、審議中です。 

           ２ （   ）内は、再任用職員に係る支給割合です。 

 
   （イ）退職手当（平成２６年４月１日現在）                                             

 （支給率）    自己都合   勧奨・定年 
 勤続20年   21.62 月分   27.025 月分 
 勤続25年   30.82 月分   36.57 月分 
 勤続35年   43.7 月分  52.44  月分 
 最高限度額    52.44 月分  52.44 月分 
 その他の加算措置     定年前早期退職特例措置 
                        （２％～45％加算） 
 1人当たりの平均支給額     （自己都合） （勧奨・定年） 
（平成２５年度決算）  0千円   0千円 

 

（注）１ 平成２５年度決算については、議会の認定に付されている数値であり、現在、審議中です。 

           ２ 退職手当の１人当たり平均支給額は、平成２５年度に退職した職員に支給された平均額です。 
 
  （ウ）地域手当（平成２６年４月１日現在）                                             

  支給実績（平成２５年度決算） 35,239 千円  
 支給職員１人当たりの平均支給年額（平成２５年度決算） 29 千円 

支給対象地域 支給率 支給対象職員数 
埼玉県内 7％ 120人 

（注） 平成２５年度決算については、議会の認定に付されている数値であり、現在、審議中です。 
 
  （エ）特殊勤務手当（平成２６年４月１日現在）                                         

 支給実績（平成２５年度決算） 38 千円  
支給職員１人当たり平均支給年額（平成２５年度決算） 2 千円 
職員全体に占める手当支給職員の割合（平成２５年度） 18.3 ％ 

手 当 の 種 類（手 当 数） 4手当 



手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務 左記職員に対する支給単価 
土木作業手当 下水道事務所に勤務する職員 交通の頻繁な道路上での測量

等 

日額340円 

下水道施設検査手当 下水道事務所に勤務する職員 下水道の管渠及びマンホール

内で行う調査等 

日額320円 

用地交渉等手当 下水道事務所に勤務する職員 用地取得等の交渉業務  

 
日額650円 

特殊現場作業手当 下水道事務所に勤務する職員 高所等特殊な場所での工事作

業等  
日額370円 

（注） 平成２５年度決算については、議会の認定に付されている数値であり、現在、審議中です。 
 
   （オ）時間外勤務手当 

 支給実績（平成２５年度決算） 52,904 千円  
職員１人当たり平均支給年額（平成２５年度決算） 557 千円 
支給実績（平成２４年度決算） 54,819 千円 
職員１人当たり平均支給年額（平成２４年度決算） 554 千円 
（注） 平成２５年度決算については、議会の認定に付されている数値であり、現在、審議中です。 

 
   （カ）その他の手当（平成２６年４月１日現在）                                         

 
 

手当名 

 

内容及び支給単価 
一般行政 

職の制度 
との異同 

一般行政職 

の制度と 
異なる内容 

支給実績 

 
（平成２５年度決算) 

支給職員１人当たり 

平均支給年額 
（平成２５年度決算) 

 

扶養手当 
扶養親族のある職員に支給 
 → 配偶者13,000円等 

同  
千円 

16,644 
  

千円 
245 

 
住居手当 

借家等居住者 
 → 家賃に応じて月額最高27,000円 

同  
千円 
7,057 

 

千円 
307 

 
初任給調整 

手当 

大学卒業後一定期間内に採用された医 
師又は歯科医師の職員に支給 
 → 306,000円（又は50,000円）以内 

同  

千円 
0 

千円 
0 

通勤手当 

①交通通機関（電車等）利用者 

→ 運賃等相当額 
 （原則として６カ月定期券価額） 

 
同 

 

千円 
 

14,832 
 

千円 
 

239 
 ②交通用具（自動車等）利用者 

 → 距離に応じた額 
同 

単身赴任手当 
単身赴任の職員に支給 
 → 23,000円＋加算額 

同  
千円 

0 
千円 

0 

休日勤務手当 
祝日等において勤務を命ぜられた職員 

に支給 

→ 勤務１時間当たりの給与額×135/100 

 
同 

 

千円 
600 

千円 
27 

 

管理職員特別 
勤務手当 

管理職が祝日等に勤務した場合に支給 
 → 勤務1回につき4,000円～18,000円 

同  
千円 
30 

千円 
15 

 
管理職手当 

管理、監督の地位にある職員に支給 
 → 月額57,800円～136,000円 

同  
千円 

12,536 
 

千円 
964 

 （注） 平成２５年度決算については、議会の認定に付されている数値であり、現在、審議中です。 



３ 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況（市町村立学校教職員を除く。） 
（１）勤務時間の状況（平成２６年４月１日現在）  
  ア １週間の勤務時間  
     ３８時間４５分                                                            
 
  イ 勤務時間 
   ＜知事及び教育委員会＞ 

 開始時刻 終了時刻 休憩時間  
午前8時30分 午後5時15分 午後0時00分～午後1時00分 

（注）勤務の特殊性その他の理由により、上記と異なる場合があります。 
 
   ＜警察本部長＞ 

 開始時刻 終了時刻 休憩時間  
午前8時30分 午後5時15分 午後0時00分～午後1時00分 

（注）勤務の特殊性その他の理由により、上記と異なる場合があります。 
 
（２）年次有給休暇の使用状況(平成２５年１月１日～平成２５年１２月３１日) 
    平成２５年の職員１人当たりの平均使用日数は、８．９日でした。 
      
（３）病気休暇の取得状況(平成２５年４月１日～平成２６年３月３１日） 

 任命権者名 取得者数  
知事等 325  
教育委員会 1,222  
警察本部長 149  

計 1,696  
 
（４）特別休暇の状況（平成２６年４月１日現在） 

 種  類 付与日数 
 １ 出産休暇 出産予定日6週間前の日から産後8週間を経過する

までの期間 

 ２ 通院休暇 妊娠満23週まで 
 4週間に1回 
満24週から満35週まで 
 2週間に1回 
満36週から出産まで 
 1週間に1回 
産後1年まで 
 1回 

 ３ 通勤休暇 正規の勤務時間の始め又は終わりにおいて1日を通
じて1時間を超えない範囲内でそれぞれ必要と認め
られる時間 

 ４ 妊娠障害休暇 14日の範囲内において必要と認められる期間 
 ５ 育児休暇 1日2回（1日を通じて90分を超えない範囲内） 

 ６ 子育て休暇 義務教育終了前の子を養育する職員が、子の看護等
で勤務しないことが相当であると認められるとき
（一の年において7日（義務教育終了前の子が2人以
上の場合は10日）の範囲内の期間） 

 ７ 家族看護休暇 配偶者、父母等を看護するために勤務しないことが
相当であると認められる場合（一の年において3日
の範囲内の期間） 



 ８ 短期介護休暇 要介護者の介護等のために勤務しないことが相当
であると認められる場合（一の年において5日（要
介護者が2人以上の場合は10日）の範囲内の期間） 

 ９ 生理休暇 3日の範囲内においてその都度必要とする期間 

 10 忌引休暇  
 
 
 

  
 

親族 日数 
配偶者 10日 

 血族 姻族 
 １親等直系尊属 
 １親等直系卑属 
 ２親等直系尊属 
 ２親等直系卑属 
 ２親等傍系者 
 ３親等傍系尊属 

  7日 
  7日 
  3日 
  1日 
  3日 
  1日 

  3日 
  1日 
  1日 
   － 
  1日 
   － 

 
11 父母等の追悼のための休暇 1日 

12 夏季休暇 5日 
13 感染症予防法による交通の制限若しくは遮
断又は健康診断の場合 

その都度必要と認められる期間 

14 災害等又は交通途絶により出勤することが
著しく困難な場合 

その都度必要と認められる期間 

15 災害等において退勤時の危険回避の場合 その都度必要と認められる期間 

16 災害による住居の被災の場合 7日の範囲内においてその都度必要と認められる期
間 

17 結婚休暇 7日の範囲内の期間 
18 出産補助休暇 3日の範囲内においてその都度必要と認められる期

間 
19 男性職員の育児参加のための休暇 5日の範囲内においてその都度必要と認められる期

間 
20 ドナー休暇 その都度必要と認められる期間 
21 献血休暇 その都度必要と認められる時間 
22 ボランティア休暇 １の年において5日（委員会と協議して定めるとき

は10日）の範囲内の期間 

 
（５）介護休暇の取得状況（平成２５年度）             
                                                                （単位：人）  

  介護休暇 
取得者数 

要介護者数（職員との続柄別）  
 計 配偶者 父 母 子 配偶者 

の父母 
祖父母 兄弟姉妹 孫 その他 

男性職員 14 14 1 10 3      
女性職員 42 42 5 23 13 1     

計 56 56 6 33 16 1 0 0 0 0 
                                                                                 （単位：人） 

  休暇の取得形式 介護を要した期間 
計 全日型 

中 心 
時間型 
中 心 

その他 計 1月以下 １月超え 
２月以下 

２月超え 
３月以下 

３月超え 
４月以下 

４月超え 
５月以下 

５月超え 

男性職員 14 11 3  14 2 3 2   7 
女性職員 42 41 1  42 9 11 5 3 2 12 

計 56 52 4 0 56 11 14 7 3 2 19 
         （注） 「全日型中心」とは、主に１日単位の休暇を取得した者の数、「時間型中心」とは、主に時間単位の休暇を取得した者の数を計上したものです。 



４ 職員の休業に関する状況（平成２５年度）（市町村立学校教職員を除く。） 

（１）修学部分休業の状況   
ア 取得者数  （単位：人） 

 
   
 
 
 
 
 
 

（注）上段は、平成２５年度中に新たに修学部分休業を取得した者の数、下段は修学部分休業の期間が平成２４年度以前から平成２５年度にかけて引き続いている 

者の数です。 

 
イ 取得状況（平成２５年度中に新たに修学部分休業を取得した職員について）（単位：人） 

  
 
 
 
 
 

ウ １週間の取得時間（平均）（同上）                  （単位：人） 

 １週間の取得時間（平均） 
 

 

 

 
５時間以下 

５時間超え 
１０時間以下 

１０時間超え 
１５時間以下 

１５時間超え 
２０時間以下 

合計 

男性職員   1  1 

女性職員     0 

計 0 0 1 0 1 

 
（２）自己啓発等休業の状況   

ア 取得者数                      （単位：人） 
    
 
 
 
 
 
 
 

（注）上段は、平成２５年度中に新たに自己啓発等休業を取得した者の数、下段は自己啓発等休業の期間が平成２４年度以前から平成２５年度にかけて引き続いている

者の数です。 

  取得者数 

男性職員 
1 

 

女性職員  

 

計 
1 

0 

  
取得者数 

教育施設 

大学院 大学 短期大学 高等専門学校 専修学校 各種学校 その他 

男性職員 1 
 

1      

女性職員 
   

     

計 1 0 1 0 0 0 0 0 

 
取得者数 大学等課程の履修 国際貢献活動 

男性職員 
3 2 1 

   

女性職員 
4 3 1 

   

計 
7 5 2 

0 0 0 



  イ 取得状況（平成２５年度中に新たに自己啓発等休業を取得した職員について）     

   
取得者数 

教 育 施 設 奉仕活動 

大学院 大学 
外国の 

大学院・大学等 
その他 ＪＩＣＡ 

姉妹 
都市 

その他 

男性職員 3 
  

2 
 

1 
  

女性職員 4 
  

2 1 1 
  

計 7 0 0 4 1 2 0 0 

 
  ウ 承認期間                       （単位：人） 

  承認期間 
１年以下 １年超え 

２年以下 
２年超え 
３年以下 

３年超え 
４年以下 

合計 

男性職員  3    3  

女性職員 1  2  1   4  

計 1  5  1  0  7  

 
（３）育児休業等の状況 

ア 育児休業、部分休業及び育児短時間勤務の取得者数           （単位：人）         

  育児休業 
取得者数 

部分休業 
取得者数 

育児 
短時間勤務 
取得者数 

平成２５年度中に新たに育児休業等が取得可能となった職員  
（育児休業  
対象者数） 

うち 
育児休業 
取得者数 

うち 
部分休業 
取得者数 

うち 

育児短時間 

勤務取得者 
数 

男性職員 
20  5 2 

1,392 14 1  
2 3  

女性職員 
942 200 99 

867 845 36 53 
967 177 119 

計 
962 205 101 

2,259 859 37 53 
969 180 119 

（注）上段は、平成２５年度中に新たに育児休業等を取得した者の数、下段は育児休業等の期間が平成２４年度以前から平成２５年度にかけて引き続いている者の数です。 

 
  イ 育児休業、部分休業及び育児短時間勤務の承認期間（平成２５年度中に新たに育児休業（部分 
   休業又は育児短時間勤務）を取得した職員について） 

（ア）育児休業承認期間                             （単位：人） 

  育児休業承認期間 
６月以下 ６月超え 

１年以下 
１年超え 

１年６月以下 
１年６月超え 
２年以下 

２年超え 
２年６月以下 

２年６月超え 合計 

男性職員 14  4  1   1   20  
女性職員 46  284  226  209  90  87  942  

計 60  288  227  209  91  87  962  
 
 
   （イ）部分休業承認期間                                                   （単位：人） 

  部分休業承認期間 
１年以下 １年超え 

２年以下 
２年超え 
３年以下 

３年超え 
４年以下 

４年超え 
５年以下 

５年超え 合計 

男性職員 4  1    5 
女性職員 120 36 8 12 24  200 

計 124 36 9 12 24 0 205 
 
 
 
 
 
 

（単位：人） 



(単位：人) 

 
（ウ）育児短時間勤務承認期間                             (単位：人) 

  育児短時間勤務承認期間  
３月以下 ３月超え 

６月以下 
６月超え 
９月以下 

９月超え 合計 

男性職員  1  1 2 
女性職員 9 12 4 74 99 

計 9 13 4 75 101 
 
（４）大学院修学休業の状況 

ア 取得者数  （単位：人） 
 
   
 
 
 
 
      

（注）上段は、平成２５年度中に新たに大学院修学休業を取得した者の数、下段は、大学院修学休業の期間が平成２４年度以前から平成２５年度にかけて引き続いている

者の数です。 

 
イ 許可期間（平成25年度中に新たに大学院修学休業を取得した職員について） 

（単位：人） 

 修学期間 
 

合計 
1年 ２年 ３年 

男性職員  1   1  

女性職員    0  

計 0  1  0  1  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 １日の部分休業承認期間（平均）  
30分以下 30分超え 

60分以下 
60分超え 
90分以下 

90分超え 合計 

男性職員 1 2 2  5 
女性職員 44 75 47 34 200 

計 45 77 49 34 205 

  取得者数 

男性職員 
1 

 

女性職員  

 

計 
1 

0 



５ 職員の分限及び懲戒処分の状況（平成２５年度） 
（１）分限処分者数                                                     （単位：人） 

 降任 免職 休職 降給 合計 失職  
平成24年度 平成25年度 平成24年度 平成25年度 平成24年度 平成25年度 平成24年度 平成25年度 平成24年度 平成25年度 平成24年度 平成25年度 

  1 1 732 768   733 769   
 
（２）処分事由別分限処分者数                                                （単位：人）  

 区  分 降任 免職 休職 降給 合計 失職  
平成 
24年度 

平成 
25年度 

平成 
24年度 

平成 
25年度 

平成 
24年度 

平成 
25年度 

平成 
24年度 

平成 
25年度 

平成 
24年度 

平成 
25年度 

平成 
24年度 

平成 
25年度 

 勤務成績が良くない場合 
（法第28条第１項第１号） 

  1 1     1 1   

 心身の故障の場合 
（法第28条第１項第２号、第２項第１号） 

    730 766   730 766   

 職に必要な適格性を欠く場合 
（法第28条第１項第３号） 

            

 職制等の改廃等により過員等を生じた場合 
（法第28条第１項第４号） 

            

 刑事事件に関し起訴された場合 
（法第28条第２項第２号） 

    2 2   2 2   

 条例に定める事由による場合 
（法第27条第２項） 

            

合計 0 0 1 1 732 768 0 0 733 769 0 0 
 法第28条第４項により失職した者             

（注）１ 休職処分者数は、処分件数に着目して計上したものであり、延べ数です。 
      ２ 法とは、地方公務員法をいいます（以下同じ。）。 
                                  
（３）懲戒処分者数                                            （単位：人） 

 戒告 減給 停職 免職 合計  
平成24年度 平成25年度 平成24年度 平成25年度 平成24年度 平成25年度 平成24年度 平成25年度 平成24年度 平成25年度 

10 8 20 9 16 9 16 9 62 35 
  
（４）処分事由別懲戒処分者数                                          （単位：人） 

 区    分 戒告 減給 停職 免職 合計  
平成 
24年度 

平成 
25年度 

平成 
24年度 

平成 
25年度 

平成 
24年度 

平成 
25年度 

平成 
24年度 

平成 
25年度 

平成 
24年度 

平成 
25年度 

 法令に違反した場合 
（法第29条第１項第１号） 

4 5 7 2 3 2 8 2 22 11 

 職務上の義務に違反し又は職務を怠った場合 
（法第29条第１項第２号） 

 2 2  1    3 2 

 全体の奉仕者たるにふさわしくない非行のあった場合 
（法第29条第１項第３号） 

6 1 11 7 12 7 8 7 37 22 

合計 10 8 20 9 16 9 16 9 62 35 
 



６ 職員の服務の状況（市町村立学校教職員を除く。） 
（１）職員の守るべき義務 

服務とは、職員が勤務に服するについての在り方をいいます。 
    服務の根本基準については、地方公務員法第30条において、すべて職員は、全体の奉仕者として公

共の利益のために勤務し、かつ、職務の遂行に当たっては、全力を挙げてこれに専念しなければなら
ないことを規定しています。 

   職員の服務に関する具体的な事項については、地方公務員法第31条から第38条までにおいて規定さ
れていますが、服務の根本基準を定めたこの第30条の規定は、これらの各規定を通じて基本原則とな
るものです。 

   また、教育職員の服務に関する具体的事項については、地方公務員法のほかに教育公務員特例法

において規定されているものもあります。 

 
   地方公務員法に定める職員の守るべき義務については、次のとおりです。 

  ① 服務の宣誓（地方公務員法第31条） 
  ② 法令等及び上司の職務上の命令に従う義務（地方公務員法第32条） 
  ③ 信用失墜行為の禁止（地方公務員法第33条） 
  ④ 秘密を守る義務（地方公務員法第34条） 
  ⑤ 職務に専念する義務（地方公務員法第35条） 
  ⑥ 政治的行為の制限（地方公務員法第36条） 
  ⑦ 争議行為の禁止（地方公務員法第37条） 

    ⑧ 営利企業等の従事制限（地方公務員法第38条） 
   なお、警察職員が行う服務の宣誓の内容については、警察法第３条において、「この法律により   

警察の職務を行うすべての職員は、日本国憲法及び法律を擁護し、不偏不党且つ公平中正にその職   

務を遂行する旨の服務の宣誓を行うものとする。」と規定されています。 

   また、教育公務員特例法に定める服務に関する事項は、次のとおりです。 

① 兼職及び他の事業等の従事（教育公務員特例法第17条） 
② 公立学校の教育公務員の政治的行為の制限（教育公務員特例法第18条） 

    ③ 研修（教育公務員特例法第21条） 
 
（２）職員倫理規程 

埼玉県職員倫理規程は、公務の公正さに対する県民の信頼を確保することを目的として、職員は県
  民全体の奉仕者であることなど、公務員としての基本的な心構えを明記したほか、公費支出事務処理
  に関する留意事項、関係業者等との接触に関する遵守事項などを具体的に定めたものです。 

また、埼玉県警察職員の職務倫理及び服務に関する規程は、職員は、警察の任務が県民から負託さ
れたものであることを自覚し、県民の信頼にこたえることができるよう、高い倫理観のかん養に努め、
職務倫理を保持しなければならないと規定しています。 

 
（３）服務規律の遵守に関する取組 
  ア 平成２５年度に行った主な取組                                                     

 任命権者 取 組 内 容  
知事 「倫理推進員研修会」 

 年度当初４月に倫理推進員（各所属において所属長に次ぐ職位の
者）研修会を開催し、職員の公務員倫理の意識の高揚を図った。 

 
 

「部課所長会議」 
 適宜、課所長会議等を実施し、全職員に対して意識啓発を行った。 

 

 教育委員会（教員）  校長会議等の各種会議での指示や通知文の発出により、学校にお
いて職員会議等の場を通じて所属職員への服務規律の徹底を図るこ
とを指導した（県立学校）。 

 

 警察本部長 ・ 警察学校における採用時教養及び各課程において、職務倫理（服
務を含む）教養を実施した。 

・ 各所属における職場教養において、職務倫理（服務を含む）に
関する機会教養を実施した。 

・ 職務倫理（服務を含む）に関する想定課題を職員に示し、グル
ープ討議を実施した。 

 



  イ 職員への周知の状況（平成２５年度）                                                   

 任命権者 周知の方法 周知した内容  
各任命権者 各種会議、電子メール等 服務規律確保全般 

 
（４）職務に専念する義務の免除（平成２５年度） 
   職務に専念する義務とは、「職員は、法律又は条例に特別の定めがある場合を除く外、その勤務時 

間及び職務上の注意力のすべてをその職責遂行のために用い、当該地方公共団体がなすべき責を有す 
る職務にのみ従事しなければならない。」（地方公務員法第35条）とするもので、この義務の免除に
おいては、条例及びその委任に基づく規則により限定的に認められています。 

 
（５）営利企業等の従事制限（平成２５年度） 
   営利企業等の従事制限とは、地方公務員法第38条により、職員は、任命権者の許可を受けなければ、

営利を目的とする私企業を営むことを目的とする会社その他の団体の役員等を兼ね、若しくは自ら営
利を目的とする私企業を営み、又は報酬を得ていかなる事業若しくは事務にも従事してはならない、 
とするものです。 
営利企業等への従事については、規則で定められた許可の基準等により限定的に認められています。 

 
   許可の状況（平成２５年４月１日～平成２６年３月３１日） 

 任命権者 従事の許可件数 主な許可事例  
知事等 1,102  大学等の非常勤講師、講演等の講

師、柔剣道の術科審判員  教育委員会 2,913   
 警察本部長 91   
 計 4,106   
 
７ 職員の研修及び勤務成績の評定の状況 
（１）研修計画 

 任命権者 計 画  
知事等 

教育委員会 
平成２５年度県職員研修実施計画（教員を除く。） 

 教育委員会 平成２５年度教職員研修計画（教員）  
 警察本部長 平成２５年度埼玉県警察教養計画  
 
（２）職員研修の実施状況 
  ＜知事等及び教育委員会（教員を除く。）＞ 

 研修名 概要 対象者 実施場所 期日 参加者数 
階層別基本研
修 

職務遂行上必要な基本知識及び技
能を習得させるため、職務の階層
別区分に従い実施する研修 

9コース 81回 

それぞれ職務の
階層別区分に該
当する職員 

自治人材開発
センターほか 

1～8日 2,398人 

階層別選択研
修 

職務遂行上必要な専門的かつ高度
な知識及び技能を習得させるため
に実施する希望制の研修 

32コース 53回 

希望する職員な
ど 

自治人材開発
センターほか 

1～4日 1,054人 

講師養成研修 研修の指導者として必要な知識と
指導技術を習得させるために実施
する研修      5コース  5回 

各職場の研修担
当者など 

自治人材開発
センターほか 

1～4日   314人 

 特別研修 職員の意識改革を図るために実施
する上記以外の研修 
              14コース 53回 

研修内容による 自治人材開発
センターほか 

1～3日 1,429人 

     ※ 他に職場研修、派遣研修、部局専門研修などを実施しています。 
 
 
 
 
 
 



＜教育委員会（教員）＞ 
 研修名 概要 対象者 実施場所 期日 参加者数 

年次研修 初任者、5年、10年、20年の経験年
数に応じ、専門職として必要な知
識及び技能等を修得するための研
修          21講座 

各経験年数に
該当する教職
員 

県立総合教育
センターほか 
 

5～25日 
 

3,794人 

特定研修 特定の職務研修に関する専門的な
知識・技能、教育課題等に関する
研修         19講座 

推薦された教
職員など 

県立総合教育
センターほか 
 

1～10日 
 

1,629人 

専門研修 教科等における指導力の向上を図
るため幅広い知識・技能の修得を
目指す研修      37講座 

希望する教職
員 

県立総合教育
センターほか 
 

1～4日 1,852人 

 管理職研修 学校管理・運営、教育指導上の諸
問題についての研修   6講座 

校長、教頭、事
務長など 
 

県立総合教育
センターほか 
 

1～3日 745人 

※ 他に職場研修、派遣研修などを実施しています。 

 
＜警察本部長＞ 

 研修名 概要 対象者 実施場所 期日 参加者数 
階級別幹部任
用科 

 職務を執行する上で、必要な基
本的知識及び技能を修得させるた
め、職務の階級別に区分に従い実
施する研修    7課程 24回 

それぞれの職
務の階級別区 
分に該当する
職員 

警察大学校 
関東管区警察学校 
埼玉県警察学校 

2週間～ 
4か月 

865人 

部門別任用科  職務を執行する上で、必要な専
門かつ高度な技能を修得させるた
めに実施する部門別の研修   
              4課程 5回 

それぞれの部
門に該当する 
職員 

埼玉県警察学校 2週間～ 
4週間 

149人 

専科教養  特定の分野に関する専門的かつ
細心の知識及び技能を修得させる
ために実施する研修 
          30課程 54回 

それぞれの部
門に該当する 
職員 

埼玉県警察学校 3日～ 
4週間 

1,522人 

講習  特定に分野に関する専門的かつ
最新の知識を修得させるために実
施する研修 

225課程 1,364回 

それぞれの部
門に該当する 
職員 

警察本部ほか 0.5日～ 
 340日 

42,687人 

※ 他に職場研修、派遣研修などを実施しています。 

 
（３）勤務成績の評定の概要 

＜知事等及び教育委員会（事務局職員）＞ 

 評価制度の概要 ・実績評価：仕事の実績（業績と過程）を評価 
 ①業績評価：仕事の成果と手順を測定（目標管理を活用） 
 ②職務遂行過程評価：職務遂行における過程の適正さを測定 
・能力評価：職務遂行を通じて発揮された能力と執務姿勢を評価 

対象職員 一般職の職員 
評価期間等 ・実績評価 

 評価基準日：２月１日 
 評価対象期間：４月１日～翌３月３１日 
・能力評価 
 評価基準日：１１月１日 
 評価対象期間：前年１１月２日～１１月１日（基準日以前１年間） 

評価の基準 ○主幹級以上の職員 
・実績評価（最終評価） 
 評語 内容 分布制限  

Ｓ  実績が特に良好である 
（Ｓは実績が極めて良好な場合） 

 対象者数の１０％以内 
Ａ  対象者数の３０％からＳの数を除いた数以内 
Ｂ  実績が良好である 

 分布制限なし 



Ｃ  実績がやや良好でない 
Ｄ  実績が良好でない 

・能力評価（最終評価） 
 評語 内容 分布制限  

Ｓ  職位における期待水準を大きく上まわる  対象者数の１０％以内 
Ａ  職位における期待水準を上まわる  対象者数の３０％からＳの数を除いた数以内 
Ｂ  職位における期待水準である 

 分布制限なし Ｃ  職位における期待水準を下まわる 
Ｄ  職位における期待水準を大きく下まわる 

○主査級以下の職員 
・実績評価（最終評価） 
 評語 内容  

ｓ  職位に期待される役割を大きく上まわる 
ａ  職位に期待される役割をやや上まわる 
ｂ  職位に期待される役割をあげている 
ｃ  職位に期待される役割をやや下まわる 
ｄ  職位に期待される役割を大きく下まわる 

・能力評価（最終評価） 
 評語 内容  

Ｓ  職位における期待水準を大きく上まわる 
Ａ  職位における期待水準を上まわる 
Ｂ  職位における期待水準である 

   Ｃ  職位における期待水準を下まわる  
Ｄ  職位における期待水準を大きく下まわる 

 
評価結果等の活用  評価結果を、昇任昇格や人事異動の参考資料とするとともに、能力開発に活

用している。加えて、評価結果を課所長級以上の職員の給与に反映させている。 

その他 評価者研修を実施（実施主体：彩の国さいたま人づくり広域連合） 
 

＜教育委員会（教員）＞ 

 評価制度の概要 ・目標による管理の手法の導入 
・実績(目標の達成状況)及び行動プロセス(能力、意欲等)を総合的に評価 
・複数の評価者による評価 
・評価結果のフィードバック 
・評価結果の活用（人材育成、人事管理等） 
・評価者の研修の充実、苦情相談窓口の設置 

対象職員 ・すべての職員（埼玉県教育委員会教育長の定める者を除く。） 

評価期間等 ・基準日：２月１日 
・評価期間：基準日の属する年度の４月１日から翌年の３月３１日まで 

評価の基準  実績及び行動プロセスの総合評価基準 

 評価 内容  

Ａ 職務を遂行する上で、通常必要な水準を大幅に上回っている 

Ｂ 職務を遂行する上で、通常必要な水準を充たしており 概ね期待どおりである 

Ｃ 職務を遂行する上で、通常必要な水準を充たしておらず、努力が必要である 

Ｄ 職務を遂行する上で、通常必要な水準を充たしておらず、支障をきたしている 

 
評価結果等の活用  教職員の公正な人事管理に資するとともに、評価結果のフィードバックを通

じて資質・能力向上を図る。 

その他  評価者研修会を実施（教育委員会主催） 

 



＜警察本部長＞ 

 評価制度の概要  勤務評定は、実績評定及び能力評定の区分により実施している。 
１ 実績評定 
  所掌する業務に対する成果及びその過程における職務遂行に係る行為を
定められた評価項目により評価する。 

  なお、課長補佐級以上の職員にあっては、目標設定方式により評価する。 
２ 能力評定 
  職務遂行に係る行為に現れた職員の保有する知識、判断等の能力を評価す
る。 

 対象職員  所属長級以上の職員並びに採用時教養終了後２月未満及び条件付採用期間
中等の職員を除く警察官及び一般職員 

 評定期間等 実績評定及び能力評定 
 (1) 評定日  ：12月１日 
 (2) 評定期間 ：12月１日～翌11月30日 

 評価の基準 １ 絶対評価（５段階評価） 
 Ａ：優秀 Ｂ：良好 Ｃ：普通 Ｄやや劣る～劣る Ｅ：大きく劣る 
２ 相対評価（６段階評価） 
 Ａ：区分全体の10％以内  Ｂ：区分全体の25％以内 
 Ｃ＋及びＣ：分布基準なし Ｄ及びＥ：区分全体の３%以上 

 評価結果等の活用  評定結果を人事管理に活用するとともに、評価の過程における指導育成や結
果のフィードバックにより、活力ある組織を指向し職員の処遇の適正化を図っ
た。 

 その他  勤務評定の公平性を認識させるため、評定者に対する指導及び教養を実施し
た。 

 
８ 職員の福祉及び利益の保護の状況                                                   
（１）厚生制度                                                                  

 ＜知事等＞ 

 区  分 事 業 名 内     容 
件数等の実績(平成２５年度) 

対象者 事業主体  
県 共済 互助会 

保   健  定期健康診断 
 
 がん検診 
 
 人間ドック 
 
 歯科健診 
 
 その他 

 胸部Ｘ線、尿検査等 
3,684人  

 胃、肺、大腸 
1,582人  

 胸部Ｘ線、尿検査等 
4,901人  

 歯、歯周、口腔検査 
265人  

 健康相談、健康教育、カウンセリング 
3,323人  

全 員 
 

希望者 
 

30歳及び35歳以上の 
希望者 

36、46、51歳の者 
 

全員(一部35歳及
び40歳以上) 

○ 
 
○ 
 
 
 
 
 
○ 

 
 
 

○ 

 
○ 
 
○ 

 
 
 

 

 
 

 

 
 

元気回復  スポーツ大会 
 
 マイセレクション事業 
 
 その他 

 バレーボール外 
1,800人  

 スポーツ、文化、健康管理等の分野選択 
 20,929人  

 体育文化活動の促進 
 16件  

各所属 
 

全 員 
 

該当団体 

○ ○ 
 
○ 
 
○ 

 

そ の 他 ライフプラン 年代別のセミナーの開催 
365人  

30歳以上の
希望者 

○ ○  

      （注） 共済とは「地方職員共済組合埼玉県支部」を、互助会とは「埼玉県職員互助会」をいいます。 
 
 
 
 
 



＜教育委員会＞ 

 区  分 事 業 名 内     容 
件数等の実績(平成２５年度) 

対象者 事業主体 
県 共済 互助会 

保  健 人間ドッグ 1泊ドッグ、1日ドッグ、脳ドッグ等 
29,286人  

希望者  ○ ○ 

定期健診（教育局） 胸部X線、尿・血液検査等 
375人  

全員 ○ 
  

定期健診（県立学校） 尿・血液検査等 
7,803人  

全員 ○   

結核検診（県立学校） 胸部X線 
7,654人  

全員 ○   

がん検診 胃 
2,978人  

35歳以上 
希望者等 

○   

その他 健康相談、健康教育 全員 ○   

元気回復 歩いて健康づくり事業 健康増進、元気回復、心身のリフレッシュ  
54,646件  

全員  ○ ○ 

そ の 他 ライフプラン セミナー 年代別及び禁煙プログラムのセミナーの開催 
3,356人  

希望者 
(40歳以上) 

○ ○ ○ 

  （注） 共済とは「公立学校共済組合埼玉支部」を、互助会とは「（財）埼玉県教職員互助会」をいいます。 
 
＜警察本部長＞ 

区  分 事 業 名 内     容 
件数等の実績(平成２５年度) 

対象者 事業主体 

県 共済 互助会 

保  健 定期健康診断 
 
 
 
 
人間ドック 
 
脳ドック付き人間ドック 

視力、聴力、胸部エックス線撮影、血液検査、尿検査等 
5,880人 

 

 

 
視力、聴力、胸部エックス線撮影、血液検査、尿検査等 

6,234人 
ＭＲＩ、ＭＲＡ、視力、聴力、胸部エックス線撮影、血液検査、尿検査等  

475人 

全員 
（35歳以上

の人間ドッ

ク希望者を

除く。） 

希望者 
 

希望者 
 

○ ○ 
 
 
 
 
○ 
 
○ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

元気回復 ｱﾌﾀｰﾌｧｲﾌﾞｾﾚｸｼｮﾝ スポーツ、文化、健康管理、育児・介護の分野選択

                  9,787人 

希望者   ○ 

そ の 他 ライフプラン 
 
各種厚生事業 

年代別のセミナーの開催 
1,329人 

各種保険事業 

該当者 
 

該当者 

○ 
 
○ 

○ 
 
○ 

 

（注） 共済とは「警察共済組合埼玉県支部」を、互助会とは「（財）埼玉県警察職員福利厚生会」をいいます。 
 
（２）共済制度                                                                  
    ＜知事等＞                                                               

 区  分 事 業 名 内    容 
件数等の実績(平成２５年度) 

対象者 事業主体  
県 共済 互助会 

短期給付 
（健康保険） 

      

法定給付  保健給付 
 
 休業給付 
 
 災害給付 

 医療費 その他（出産費等） 
      222,629件 

 育児休業手当金 等 
1,694件  

 災害見舞金 等 
                       1件 

該当者 
 

該当者 
 

該当者 

 ○ 
 
○ 
 
○ 

 

その他給付  附加給付等  家族療養費附加金等付加給付、一部負担金払戻金 
 1,657件  

該当者  ○  



長期給付 
（年金） 

 共済年金の進達  退職共済年金等 
 341件  

該当者  ○  

（注） 共済とは「地方職員共済組合埼玉県支部」を、互助会とは「埼玉県職員互助会」をいいます。 
 
     ＜教育委員会＞ 

 区  分 事 業 名 内    容 
件数等の実績(平成２５年度) 

対象者 事業主体 
県 共済 互助会 

法定給付 保健給付 医療費等 
831,045件 

該当者  ○  

休業給付 育児休業手当金等 
8,325件 

該当者 
 

○ 
 

災害給付 災害見舞金等 
9件 

該当者 
 

○ 
 

その他給付 附加給付 家族療養費附加金、一部負担金払戻金等
                  10,143件 

該当者 
 

○ 
 

長期給付 
（年金） 

共済年金の進達 障害共済年金等 
80件 

該当者 
 

○ 
 

（注） 共済とは「公立学校共済組合埼玉支部」を、互助会とは「（財）埼玉県教職員互助会」をいいます。 
 
  ＜警察本部長＞ 

区  分 事 業 名 内容 
件数等の実績（平成25年度） 

対象者 事業主体 

県 共済 互助会 

短期給付 
(健康保険) 

      

法定給付 保健給付 
 

医療費、出産費等 
309,156件 

育児休業手当金等 
1,210件 

災害見舞金等 
2件 

該当者 
 

該当者 
 

該当者 

 ○ 
 
○ 
 
○ 
 

 

その他給付 附加給付 家族療養費附加金、一部負担金払戻金等 

3,191件 
該当者  ○  

長期給付 
(年金） 

共済年金の進達 退職共済年金等 
745件 

該当者  ○  

（注） 共済とは「警察共済組合埼玉県支部」を、互助会とは「（財）埼玉県警察職員福利厚生会」をいいます。 
 
（３）安全衛生管理の状況 
   労働安全衛生法に基づき、事業者の責務としての職員の安全及び健康の確保や労働災害の防止に努 

めています。具体的には、産業医の配置、衛生管理者の業務支援などの管理体制を整備し、また、安 
全衛生委員会等を通じて職員の意見を聴取しながら、これらの施策を進めています。  

 
（４）公務災害の認定件数（平成２５年度）     （単位：件）                          

 任命権者 公務災害 通勤災害 計  
知事等 64 15 79 

  教育委員会 339 24 363  
警察本部長 250 27 277 

 合計 653 66 719  
                                                           



第２ 人事委員会の業務の状況 
 
１ 職員の競争試験及び選考の状況（平成２５年度） 
（１）採用試験の実施状況（平成２５年度） 
ア 実施日程等 

 試験区分 試験職種 主な受験資格（ｶｯｺ内の年齢は平成25年4月1日現在） 試験日程 合格発表日 試験方法  
職員採用 
上級試験 

一般行政 ・昭和58年4月2日～平成4年4月1日に 
 生まれた人(21歳～29歳) 
・平成4年4月2日以降に生まれた人で、 
 平成26年3月までに大学卒業(見込み) 
 又は人事委員会が同等の資格がある 
 と認める人 
・福祉については、社会福祉主事の任 
 用資格を有する人又は平成26年3月31 
 日までに資格取得見込みの人 

第１次試験日 
平成25年6月30日 
 
第２次試験日 
平成25年7月16日 
    ～8月12日 

第１次合格発表日 
平成25年7月9日 
 
最終合格発表日 
平成25年8月29日 

第１次試験 
教養試験 択一式50問出題 
     (選択解答制） 
     40問解答  120分 
 
専門試験 択一式40問 
     (一般行政、警察 
                     事務は50問出題 
                (選択解答制) 
     40問解答) 120分 
 
第２次試験 
論文試験 1題       75分 
人物試験 個別面接、 
         集団討論、 
           適性検査 

福祉 

心理 

 

設備 
 

総合土木 

建築 
 

化学 

農業 

林業 

警察事務職員採用上級試験 

市町村立小・中学校事務職員 
採用上級試験 

第１次試験 
教養試験 択一式50問出題 
          (選択解答制) 
     40問解答 120分 
 
第２次試験 
論文試験 1題      75分 
人物試験 個別面接、 
         集団討論、 
           適性検査 

免許資格職職員 
採用試験 

薬剤師 ・昭和58年4月2日～平成2年4月1日に 
 生まれた人(23歳～29歳)で、薬剤師 
 免許を有する人又は平成26年春季の 
 国家試験で取得見込みの人 
・平成2年4月2日以降に生まれた人で、 
 平成26年3月までに大学卒業（見込み） 
 又は人事委員会が同等の資格がある 
 と認める人で、薬剤師免許を有する 
 人又は平成26年春季の国家試験で取 
 得見込みの人 

獣医師 ・昭和58年4月2日～平成2年4月1日に 
 生まれた人(23歳～29歳）で、獣医師 
 免許を有する人又は平成26年春季の 
 国家試験で取得見込みの人 
・平成2年4月2日以降に生まれた人で、 
 平成26年3月までに大学卒業（見込み） 
 又は人事委員会が同等の資格がある 
 と認める人で、獣医師免許を有する 
 人又は平成26年春季の国家試験で取 
 得見込みの人 



保健師 
保健師(警察) 
 
 

・昭和58年4月2日～平成5年4月1日に 
 生まれた人(20歳～29歳)で、保健師 
 免許を有する人又は平成26年春季の 
 国家試験で取得見込みの人 

管理栄養士 ・昭和58年4月2日～平成4年4月1日に 
 生まれた人(21歳～29歳)で、管理栄 
養士免許を有する人又は平成26年 
春季の国家試験で取得見込みの人 

・平成4年4月2日以降に生まれた人で、 
 平成26年3月までに大学卒業（見込み） 
 又は人事委員会が同等の資格がある 
 と認める人で、管理栄養士免許を有 
する人又は平成26年春季の国家試 
験で取得見込みの人 

   

 職員採用 
初級試験 

一般事務 
 

・平成4年4月2日～平成8年4月1日に 
  生まれた人(17歳～20歳） 

第１次試験日 
平成25年9月29日 
 
第２次試験日 
平成25年10月17日 
    ～10月31日 

第１次合格発表日 
平成25年10月9日 
 
最終合格発表日 
平成25年11月28日 

第１次試験 
教養試験 択一式50問 120分 
 
専門試験(栄養士、司書) 
     択一式40問 120分 
 
第２次試験 
作(論)文試験 1題    60分 
人物試験 個別面接、  
         適性検査 
 

 

警察事務職員採用初級試験 

市町村立小・中学校事務職員 
採用初級試験 
免許資格職職員 
採用試験 
 
 

栄養士 
 
 

・昭和58年4月2日～平成6年4月1日に 
 生まれた人(19歳～29歳)で、栄養士 
 資格を有する人又は平成26年3月31日 
 までに国家試験で取得見込みの人 

司書 ・昭和58年4月2日～平成6年4月1日に 
 生まれた人(19歳～29歳)で、司書の 
 資格を有する人又は平成26年3月31日 
 までに国家試験で取得見込みの人 

経験者 
職員 
採用試験 

民間企 
業等職 
務経験 
者区分 

一般行政 
 
 
 
 

・昭和29年4月2日以降に生まれた人 
（59歳未満）で、以下のいずれかの要 
件を満たす人 

 ① 大学を卒業（人事委員会が同等 
  の資格があると認める人を含む。） 

後、民間企業等における職務経験 
を5年以上有する人 

 ② 短期大学又は専修学校（2年制以 
  上の専門課程で年間授業時間数が 

680時間以上のものに限る。）を 
卒業（人事委員会が同等の資格が 
あると認める人を含む。）後、民 
間企業等における職務経験を7年 
以上有する人 

 ③ 民間企業等における職務経験を 
   9年以上有する人 

第１次試験日 
平成25年9月29日 
 
第２次試験日 
平成25年11月3日 
    
第３次試験日 
平成25年12月1日 
    

第１次合格発表日 
平成25年10月22日 
 
第２次合格発表日 
平成25年11月19日 
 
最終合格発表日 
平成25年12月12日 

第１次試験 
教養試験 択一式40問 120分 
論文試験Ⅰ 1題       75分 
 
第２次試験 
論文試験Ⅱ 1題       75分 
人物試験Ⅰ 個別面接、 
           適性検査 
 
第3次試験 
人物試験Ⅱ 個別面接 
 

設備 
 
 
 
 

総合土木 
 
 
 
 

海外活 
動等経 
験者区 
分 

一般行政 ・昭和58年4月2日～平成4年4月1日に 
生まれた人（21歳～29歳） 

 



警察官（巡査） 
採用試験 
 
県内第1回試験 

Ⅰ類 ・昭和58年4月2日以降に生まれた人で、 
 大学を卒業若しくは平成26年3月まで 
 に卒業見込みの人又はこれらの人と 
 同等の資格があると認められる人 

第１次試験日 
平成25年5月12日 
 
 
第２次試験日 
平成25年6月8日 
   ～7月31日 

第１次合格発表日 
平成25年6月4日 
 
 
最終合格発表日 
平成25年8月22日 

第1次試験 
教養試験 択一式50問 120分 
論(作)文試験 1題     60分 
 
第2次試験 
人物試験 個別面接、 
          集団討論、 

適性検査 
身体検査 
体力検査 
 
 
 
(国際捜査Ⅰ類 
 第1次試験 
 専門試験Ⅰ 記述式  90分 
 論文試験 1題      60分 
  
 第2次試験 
 専門試験Ⅱ 口述式 
 人物試験 個別面接、 
           集団討論、 
              適性検査 
 身体検査 
 体力検査 
 
 
 
 
 
 

 

Ⅱ類 ・昭和58年4月2日～平成6年4月1日に生 
まれた人(19歳～29歳）で、短期大学 

 又は専修学校(2年制以上の専門課程 
 で年間授業時数が680時間以上のもの 
 に限る。)を卒業した人又は平成26 
年3月までに卒業見込みの人等 

Ⅲ類 ・昭和58年4月2日～平成7年4月1日に生 
まれた人で、Ⅰ類・Ⅱ類に該当しな 
い人(18歳～29歳） 

国際捜査 
Ⅰ類 

・前記Ⅰ類の受験資格を有する人で語学
 （受験言語）が堪能な人 

武道・体育 
指導Ⅰ類 

・前記Ⅰ類の受験資格を有し、卓越した 
柔道又は剣道の技術を有する、いずれ 
も段位が4段以上（大学卒業見込みの人 
に限り3段を含む。）の人 
 
 

警察官（巡査） 
採用試験 
 
県内第2回試験 

Ⅰ類 ・昭和58年4月2日以降に生まれた人で、 
 大学を卒業若しくは平成26年3月まで 
 に卒業見込みの人又はこれらの人と 
 同等の資格があると認められる人 

第1次試験日 
平成25年9月22日 
 
第2次試験日 
平成25年10月19日 
   ～11月29日 

第1次合格発表日 
平成25年10月15日 
 
最終合格発表日 
平成25年12月20日 
 

 

Ⅱ類 ・昭和58年4月2日～平成6年4月1日に生 
 まれた人(19歳～29歳)で、短期大学又 
 は専修学校(2年制以上の専門課程で年 
 間授業時数が680時間以上のものに限 
 る。)を卒業した人又は平成26年3月ま 
 でに卒業見込みの人等 

Ⅲ類 ・昭和58年4月2日～平成8年4月1日に生 
 まれた人で、Ⅰ類、Ⅱ類に該当しない 
 人(17歳～29歳) 

   

武道・体育 
指導Ⅰ類 

・前記Ⅰ類の受験資格を有し、卓越した 
 柔道又は剣道の技術を有する、いずれ 
 も段位が4段以上（大学卒業見込みの 
人に限り3段を含む。）の人 

 

  

警察官(巡査) 
採用試験 
 
県外試験 

Ⅰ類 
 
 
 

・昭和58年4月2日以降に生まれた人で、 
  大学を卒業若しくは平成26年3月まで 
  に卒業見込みの人又はこれらの人と 
  同等の資格があると認められる人 

第1次試験日 
平成25年5月12日 
   ～9月29日 
 
第2次試験日 
平成25年8月10日 
   ～11月30日 

第1次合格発表日 
平成25年7月上旬 
   ～11月上旬 
 
最終合格発表日 
平成25年12月20日 
平成26年1月24日 

県内試験に準ずる。 

警察官(巡査) 
採用試験 
 
県外試験 
 

Ⅲ類 ・昭和58年4月2日～平成8年4月1日に生 
 まれた人で、Ⅰ類に該当しない人 
（17歳～29歳） 

    



 

イ 実施結果 

試験区分 試験職種 採用予定者数 申込者数 1次試験 2次試験 最終合格者数 最終倍率 
受験者数 合格者数 受験者数 

職員採用上級試験 一般行政 
人 

  １１２ 
人 

３，０７０ 
人 

１，９６６ 
人 

 ４８３ 
人 

４０１ 
人 

１６０ 
     倍 
１２．３ 

福祉    １０   １０８    ７７   ４１  ３７  １２  ６．４ 
心理 
設備 

    １    ３４    １９    ９   ８   ２  ９．５ 

設備 
 
 

  ２３   １７１   １１３   ８９  ７０  ２７  ４．２ 

総合土木   ３２   １７８   １２６   ９８  ７８  ３８  ３．３ 

建築    ５    ５８    ４２   ２４  １８   ７  ６．０ 

化学    ６   １４９   １０３   ２５  ２２   ７ １４．７ 

農業    ２    ３７    ２４   １０   ８   ２ １２．０ 

林業    １    １９    １４    ８   ６   １ １４．０ 

警察事務職員採用上級試験   ４０   ５３７   ３３７  １６１ １４９  ５０  ６．７ 

市町村立小・中学校事務職員採用上級試験   １３   ６５８   ４６４   ５９  ５５  １６ ２９．０ 

免許資格職職員採用試験 薬剤師   １２    ８１    ５７   ５０  ４６  １６  ３．６ 
獣医師   １０    ３１    ２５   ２４  ２１  １７  １．５ 
保健師    ５    ５１    ３８   ２４  ２４  ６  ６．３ 

保健師（警察）    １     ８     ６    ３   ３  １  ６．０ 
管理栄養士    １    ８７    ５８    ８   ８  １ ５８．０ 

栄養士 
 

   １    ４３ 
     ６ 

  ３０    ８   ６  ２ １５．０ 
司書   １１   ３８０   ２９３   ４５  ４１  １１ ２６．６ 

職員採用初級試験 一般事務    ６   １９８   １５９   ３４  ２８  ８ １９．９ 

警察事務職員採用初級試験    ９   ２０５   １６６   ３２  ２９  １２ １３．８ 
市町村立小・中学校事務職員採用初級試験   １２   ２１４   １８７   ５５  ４９  ２１  ８．９ 
経験者職員採用 
試験 

※ 

民間企業等職

務経験者区分 

 

 

一般行政    ３   ２７３   １６２   １１  １０ 
  １ 

  ２ 
  ０ 

 
― 

７６．８ 設備    ２    ４８    ３６   ９   ９ 
  ２ 

  ２ 
  ２ 

 
１８．０ 

総合土木    ６    ８８    ５９   １０  １０ 
  ２ 

  ２ 
  ２ 

 
２９．５ 

海外活動等経
験者区分 

一般行政    ２    ３４    ２６   １１  １１ 
  ３ 

  ４ 
  ２ 

 
１３．０ 

職員採用試験  計 
 
 
 
 
 
 
 

  ３２６  ６，７６０ ４．５８７ １，３３１ １，１１５ ４２３ １０．８ 

※ 上段は第２次試験、下段は第３次試験の受験者数及び合格者 

 
 

試験区分 試験職種 採用予定者数 申込者数 1次試験 2次試験 最終合格者数 最終倍率 
受験者数 合格者数 受験者数 

警察官男性 Ⅰ類 
人 

 ３００ 
人 

 ４，１６５ 
人 

２，６２０ 
人 

１，６７６ 
人 

１，３５９ 
人 

 ４８５ 
倍 

 ５．４ 
警察官男性 Ⅱ類   ４０ 

 
 １，２５１   ８２０   ３７２   ２５１   ８３  ９．９ 

警察官男性 Ⅲ類  １７０  ２，３６８ １，４３４   ９０８   ７４３  ２３６ 
 

 ６．１ 
警察官女性 Ⅰ類   ４３ 

 
   ９１６   ４８０ 

 
 

  ２１７   １８２   ６６ 
 

 ７．３ 
警察官女性 Ⅱ類   １５    ４４０   １９６   １３２    ９１ 

 
  ２９ 

 
 ６．８ 

警察官女性 Ⅲ類   ２５    ６７０   ２８２ 
 

  １６５   １３９   ３４ ８．３ 
国際捜査 Ⅰ類    ３ 

 
    ２４ 

 
   ２０    １４    １１    ３  ６．７ 

武道・体育指導 Ⅰ類    ４      ６     ５     ４     ４    ２  ２．５ 
県外募集 Ⅰ類   ３２ 

 
   ６２１   ５１９   １２７    ９０   ３７ １４．０ 

県外募集 Ⅲ類   ２８    ９０６   ６０７   １０９    ７４   ４１ １４．８ 
警察官採用試験  計  ６６０ １１，３６７ ６，９８３ ３，７２４ ２，９４４ １，０１６ ６．９ 

 



（２）採用選考の実施状況（平成２５年度） 
 ア 採用選考実施状況総括表   （単位：人） 

 区分 被選考者数 合格者数 
 ※１ 割愛選考とは、人事交流等により、国や他の地 

   方公共団体等の職員を採用するための選考をいう。 
 ※２ 定例選考の対象の職は、看護師、診療放射線技 

師などである。 

割愛選考 ※１      63      63 

定例選考 ※２      274     201 

身体障害者選考      27      7 

                                              
 イ 主な選考の実施状況 
 区分 被選考者数 合格者数 倍率 主な受験資格 

（ｶｯｺ内の年齢は平成25年4月1日現在） 
選考日程 合格発表日 選考方法  

 
医療従事職員 
(看護師)選考 
(2回実施) 
 
 
 

                                             人 
    207 

                 人 
    162 

      倍 
  1.3 

 
・昭和29年4月2日以降に生ま
 れた人で、看護師免許を有
 する人又は平成25年度の
 試験で取得見込みの人 

 
第1回 
平成25年5月18日 
第2回 
平成25年9月7日 
 

 
 
平成25年6月5日 
 
平成25年10月3日 
 

 
作文試験 1題  120分 
適性試験 
人物試験 個別面接 

身体障害者を 
対象とした 
選考 

  27     7 3.9 昭和58年4月2日～平成8年4
 月1日に生まれた人(17歳
 ～29歳） 
・身体障害者手帳を有し、障
 害の程度が1～4級の人 
・自力通勤が可能で、かつ介
 護者なしに週38時間45分
 の職務遂行が可能な人 
・原則として、平成25年9月 
 13日現在、埼玉県内に住所
 を有し、引き続き県内に住
 所を有する人 

第1次選考 
平成25年10月20日 
 
第2次選考 
平成25年11月21日 

1次合格発表日 
平成25年11月12日 
 
最終合格発表 
平成25年12月20日 

1次選考 
教養試験 択一式40問 
            120分 
作文試験 1題   60分 
人物試験 個別面接 
 
2次選考 
身体検査 
人物試験 個別面接 

 
（３）昇任試験の実施状況（平成２５年度） 

   警察官昇任試験実施状況 

 区分 申込者数 １次試験 ２次試験 口述術科 

受験者数 

最終合格者数 

   Ｂ 

最終倍率   

Ａ／Ｂ 

 
受験者数Ａ 合格者数 受験者数 合格者数 

警部 
人 

    1,286 
人 

    1,269 
人 

     291 
人 

      290 
人 

      113 
人 

     113 
人 

       74 
倍 

    17.1 

警部補     2,016     2,002      512       509       323      322         215      9.3 

巡査部長     2,782     2,769  612       609  497      497       386      7.2 
 
（４）昇任選考の実施状況（平成２５年度） 

              （単位：人） 

 職 被選考者数 合格者数  

 

 

 

 

 

 

 部長級          18          18 
 副部長級          56          56 
 課長級          79          79 
 副課長級         156         156 
 主幹級         368         368 
 主査級         390         390 
 警部         140         140 
 警部補         302         302 
 巡査部長         329         329 

 
 

職員の任用に関する規則第 20条第 2項に係るもの 



 ※上記のうち、選考に伴う試験の実施状況 
 区分 申込者数 第１次試験 免除者数 

    B 

 

最終合格者数 

      C 

 

最終倍率 

(A+B)/C 

 
受験者数A 合格者数 

 主査級 
 昇任試験 

人 
     307 

人 
      199 

人 
       54  

人 
     75 

人 
        37 

倍 
      7.4 

 
２ 給与、勤務時間その他の勤務条件に関する報告及び勧告の状況 
 

  平成２５年１０月１７日、地方公務員法の規定に基づき、議会及び知事に対し、次のとおり、 
 職員の給与等について報告（意見）を行った。 
 

 
１ 公民給与較差に基づく給与改定 

  ア 月例給 公民給与較差が小さいことから、給料表、諸手当とも改定なし 

  イ 特別給 職員の年間支給月数（3.95 月）と民間の年間支給割合（3.94 月）とがおおむね

均衡していることから改定なし 

  【参考】 

平成２５年７月からは、給与に関する地方交付税等の削減に伴う財政状況に対応するた

め、職員の給与が特例的に減額されており、職員が実際に受ける給与額は本来の給与額より

相当程度低い 

 

２ 適切な給与制度の確立 

・ 50歳台後半層の給与水準の上昇を抑えるため、国は昇給・昇格制度の改正を行ったところで

あり、他の都道府県においても見直しが進められている 

・ 本県においても、昇給・昇格制度について、適切に見直しを行うことが必要 

 

３ 給与勧告制度への適切な対応 

・ 特例減額の終了後、本報告に基づく本来の給与水準が確保されることが必要 

 

４ 高齢期の雇用問題 

・ 雇用と年金の確実な接続を図るため、定年退職者が年金支給開始年齢に達するまでの間、フ

ルタイム勤務の再任用を進め、短時間勤務も選択できる運用とすることが必要 

・ 再任用を希望する職員の増加が見込まれることから、調査、研究のほか、許認可や施設管理

など、再任用の職員が担う職域の拡大が必要 

 

５ 勤務環境等の整備 

・ 長時間に及ぶ時間外勤務については、事務の根源的な見直しや徹底した簡素化に取り組むこ

とが重要 

・ 「残業ゼロ期間」などの具体的な取組による時間外勤務の徹底した管理と、年次休暇等の取

得促進が必要 

・ 育児や介護などのためのワークライフバランスに資する制度を職員が利活用しやすいものと

なるよう、互いに支え合い、協力し合う職場環境の整備が重要 

 

 

 
３ 勤務条件に関する措置の要求の状況                                           
 
（１）平成２５年度中に処理したもの 

（平成２６年３月３１日現在） 
 

事案名 
 

要求者 
 

要求内容 
 
受付年月日 

 
審理の結果 

 
備考 

平成24年（措）

第１号事案 

公立学校 

教諭 

勤務時間に関すること等 24. 9.13 
25. 5.21 一部認容 

     一部棄却 

     一部却下 

 

 

 
処理 計１事案１件 



 
（２）係属中のもの 

（平成２６年３月３１日現在） 
 

事案名 
 

要求者 
 

要求内容 
 
受付年月日 

 
審理の結果 

 
備考 

平成24年（措）

第２号及び 

平成25年（措）

第１号事案 

 

知事部局 

職員 

給与に関すること等 （平成24年

（措）第２号）

24.11.27 

（平成25年

（措）第１号） 

25. 5.29 

係属中 審査併合 

（25. 6. 6） 

平成25年（措）

第２号事案 

公立学校 

教諭 

研修に関すること 25. 8. 7 係属中  

 
係属中 計２事案３件 

 
４ 不利益処分に関する不服申立ての状況                                           
 
（１）平成２５年度中に処理したもの 

（平成２６年３月３１日現在） 
 

事案名 
 

処分者 
 

処分内容 
 
受付年月日 

 
審理の結果 

 
備考 

昭和60年以前 

６事案 

埼玉県教育

委員会 

減給、戒告 昭49.5.7 

      外 

26. 3.20 審査終了 ６事案１１件 

平成20年（不） 

第２号事案 

知事 停職 20.11.10 25. 6. 6 棄却  

平成23年（不） 

第２号事案 

 

埼玉県教育

委員会 

分限免職 23. 6.22 26. 3.20 棄却  

平成24年（不） 

第２号事案 

 

埼玉県教育

委員会 

転任 24. 4.23 26. 1.23 却下  

 
処理 計９事案１４件 

 
（２）係属中のもの 

（平成２６年３月３１日現在） 
 

事案名 
 

処分者 
 

処分内容 
 
受付年月日 

 
審理の結果 

 
備考 

昭和60年以前 

１２事案 

埼玉県教育

委員会 

停職、減給、戒告 昭35.1.12 

外 

係属中 

125件 

 

 

平成25年（不） 

第１号事案 

埼玉県教育

委員会 

減給 25. 3. 8 係属中 
 

平成25年（不） 

第２号事案 

 

埼玉県教育

委員会 

懲戒免職 25. 5.20 係属中 
 

 
係属中 計１４事案１２７件 
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関 

 

井
口
小
児
科
ク
リ
ニ
ッ
ク 

ま
つ
も
と
糖
尿
病
ク
リ
ニ

ッ
ク 

 

医
療
法
人
社
団 

順
孝
会 

新
白
岡
ば
ば
眼
科 

せ
き
内
科
医
院 

新
座
す
ず
の
き
ク
リ
ニ
ッ

ク 

名 
 

 
 

 
 

 

称 

医
療
法
人 

ま
さ
ほ 

松
本 

壮

一 

 

医
療
法
人

社
団 

順

孝
会 

関 

秀
格 

医
療
法
人

社
団 

ユ

ー
ア
イ
エ

メ
リ
ー
会 

開
設
者
名 

 

草
加
市
松
原
五
ー
四
ー

六 

ハ
ウ
ス
松
原
一
Ｆ 

上
尾
市
柏
座
二
ー
四
ー

二
八 

エ
リ
ア
赤
熊
一  

階 白
岡
市
野
牛
一
〇
五
七 

熊
谷
市
宮
前
町
二
ー
一

三
三
ー
一 

新
座
市
野
火
止
六
ー
三

ー
二
三 

所 
 

 

在 
 

 

地 

平
成
二
十
六
年
九
月

一
日 

平
成
二
十
六
年
十
月

一
日 

平
成
二
十
六
年
六
月

二
日 

平
成
二
十
六
年
十
月

一
日 

平
成
二
十
六
年
十
月

一
日 

 
指 

定 

年 

月 

日 

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
三
十
二
号



  
な
ん
ば
歯
科 

医
療
法
人
社
団
ｗ
ｉ
ｓ
ｔ

ｅ
ｒ
ｉ
ａ
ふ
じ
さ
わ
歯
科

ク
リ
ニ
ッ
ク 

よ
し
だ
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク 

医
療
法
人
社
団 

吉
野
歯

科
医
院 

き
ず
な
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク 

脳
健
ク
リ
ニ
ッ
ク 

ふ
じ
お
か
ク
リ
ニ
ッ
ク 

あ
さ
ひ
診
療
所 

難
波 

夏

生 医
療
法
人

社
団
ｗ
ｉ

ｓ
ｔ
ｅ
ｒ

ｉ
ａ 

医
療
法
人

社
団 

Ｋ

Ｒ
Ｋ 

医
療
法
人

社
団 

吉

野
歯
科
医

院 谷
口 

望 

 

医
療
法
人 

埼
友
会 

藤
岡 

正

志 堀 

泰
弘 

川
口
市
西
青
木
二
ー
二

ー
二
六
ー
一
Ｆ 

川
口
市
幸
町
二
ー
一
七

ー
一 

パ
ー
ク
ホ
ー
ム

ズ
川
口
幸
町
セ
ン
タ
ー

ス
テ
ー
ジ
一
〇
五 

所
沢
市
久
米
一
五
六
九

ー
一 

メ
デ
ィ
カ
ル
所

沢 八
潮
市
八
潮
二
ー
一
〇

ー
一 

八
潮
市
中
央
三
ー
一
二

ー
六 

 

草
加
市
北
谷
一
ー
二
二

ー
十
三 

越
谷
市
千
間
台
西
二
ー

一
二
ー
一 

秩
父
市
番
場
町
一
〇 

平
成
二
十
六
年
十
月

一
日 

平
成
二
十
六
年
七
月

一
日 

平
成
二
十
六
年
十
月

一
日 

平
成
二
十
六
年
七
月

一
日 

平
成
二
十
六
年
十
月

一
日 

平
成
二
十
六
年
七
月

一
日 

平
成
二
十
六
年
十
月

一
日 

平
成
二
十
六
年
九
月

一
日 



 

白
岡
あ
い
り
す
薬
局 

医
療
法
人
社
団
マ
ハ
ロ
会 

か
み
む
ら
歯
科
矯
正
歯
科

ク
リ
ニ
ッ
ク 

医
療
法
人
皓
峰
会 

こ
み

ね
歯
科
医
院 

ウ
エ
ル
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク 

パ
ー
ム
ス
歯
科
ク
リ
ニ
ッ

ク 医
療
法
人
社
団 

航
青
会 

パ
ー
ク
タ
ウ
ン
歯
科 

大
本
歯
科
医
院 

ア
ネ
ッ
ク
ス
歯
科
診
療
所 

に
じ
い
ろ
歯
科 

株
式
会
社

ア
イ
リ
ス

メ
デ
ィ
カ

ル
グ
ル
ー

プ 医
療
法
人

社
団 

マ

ハ
ロ
会 

医
療
法
人

皓
峰
会 

福
士 

佳

史 後
藤 

雅

文 医
療
法
人

社
団 

航

青
会 

本
多 
孝

史 医
療
法
人 

同
風
会 

 
 

増
田 

英

樹 

白
岡
市
小
久
喜
一
一
八
九

ー
一 

越
谷
市
相
模
町
三
―
二
四

六
―
一 

三
郷
市
早
稲
田
八
ー
一
五

ー
一
一 

 

春
日
部
市
藤
塚
一
〇
五
三

ー
五 

春
日
部
市
緑
町
四
ー
四
ー

二
九 

所
沢
市
並
木
三
ー
一
ー
七

ー
一
〇
一 

鴻
巣
市
北
新
宿
七
一
四
ー

一 鴻
巣
市
本
町
一
ー
二
ー
一 

エ
ル
ミ
こ
う
の
す
ア
ネ
ッ

ク
ス
二
階 

鶴
ヶ
島
市
三
ツ
木
新
町
二

ー
五
ー
一
五 

ベ
イ
シ
ア

鶴
ヶ
島
店
一
Ｆ 

平
成
二
十
六
年
九
月

一
日 

平
成
二
十
六
年
九
月

一
日 

平
成
二
十
六
年
七
月

一
日 

平
成
二
十
六
年
九
月

一
日 

平
成
二
十
六
年
九
月

一
日 

平
成
二
十
六
年
九
月

一
日 

平
成
二
十
六
年
十
月

一
日 

平
成
二
十
六
年
十
月

一
日 

平
成
二
十
六
年
九
月

一
日 



 

秋
山
薬
局 

駅
前
店 

秋
山
薬
局 

日
の
出
町
店 

秋
山
薬
局 

八
幡
店 

 

シ
ナ
モ
ン
薬
局 

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
薬
局 

羽

生
店 

ス
ギ
薬
局 

丸
広
上
尾
店 

い
ち
ご
薬
局 

ド
ラ
ッ
グ
セ
イ
ム
ス 
和

光
本
町
薬
局 

ウ
エ
ル
薬
局 

藤
金
店 

株
式
会
社

秋
山
薬
局 

株
式
会
社

秋
山
薬
局 

株
式
会
社

秋
山
薬
局 

株
式
会
社

メ
デ
ィ
カ

ル
フ
ァ
ー

ム 株
式
会
社

セ
キ
薬
品 

株
式
会
社

ス
ギ
薬
局 

原 

大 

株
式
会
社

富
士
薬
品 

株
式
会
社

フ
ァ
ミ
リ

ー 

坂
戸
市
日
の
出
町
一
四
ー

八 

Ａ
号 

坂
戸
市
日
の
出
町
一
五
ー

一 

伊
藤
ビ
ル
一
階 

坂
戸
市
八
幡
二
ー
九
ー
一

九 蕨
市
中
央
三
ー
一
二
ー
一

八 羽
生
市
南
四
ー
八
ー
四
一 

上
尾
市
宮
本
町
一
ー
一 

丸
広
上
尾
店
一
Ｆ 

川
口
市
並
木
三
ー
三
ー
四 

ベ
ル
メ
ゾ
ン
並
木
一
Ｆ 

和
光
市
本
町
二
〇
ー
三
一 

鶴
ヶ
島
市
藤
金
六
五
〇
ー

五 

平
成
二
十
六
年
九
月

一
日 

平
成
二
十
六
年
九
月

一
日 

平
成
二
十
六
年
九
月

一
日 

平
成
二
十
六
年
十
月

一
日 

平
成
二
十
六
年
十
月

一
日 

平
成
二
十
六
年
十
月

一
日 

平
成
二
十
六
年
九
月

一
日 

平
成
二
十
六
年
八
月

一
日 

平
成
二
十
六
年
八
月

一
日 



 

あ
る
も
薬
局 

宮
前
店 

大
信
薬
局 

大
野
原
店 

わ
か
ば
薬
局 

上
尾
柏
座

店 

 

ド
ラ
ッ
グ
セ
イ
ム
ス 

上

福
岡
西
薬
局 

つ
ば
さ
薬
局 

オ
ー
シ
ャ
ン
薬
局 

コ
ス
モ
ス
薬
局 

明
倫
堂
薬
局 

株
式
会
社

Ｂ
ｌ
ｏ
ｏ

ｍ
ｉ
ｎ
ｇ

Ｓ
ｏ
ｕ
ｌ 

吉
村 

企

右 株
式
会
社

ア
イ
ア
イ

フ
ァ
ー
マ

シ
ー 

株
式
会
社

富
士
薬
品 

有
限
会
社

会
営 

 

株
式
会
社

太
洋 

有
限
会
社

健
美
堂 

イ
ン
ト
ロ

ン
株
式
会

社 

熊
谷
市
宮
前
町
二
ー
一
三

四
ー
二 

秩
父
市
大
野
原
四
二
九
ー

三 上
尾
市
柏
座
二
ー
四
ー
二

八 

エ
リ
ア
赤
熊
一
階
一

〇
二
号
室 

ふ
じ
み
野
市
西
一
ー
一
五

ー
四 

富
士
見
市
鶴
馬
二
六
〇
五

ー
一
六 

川
口
市
芝
宮
根
町
一
ー
二

六 川
口
市
上
青
木
二
ー
五
〇

ー
二
一 

白
岡
市
小
久
喜
一
〇
七
〇

ー
一 

平
成
二
十
六
年
十
月

一
日 

平
成
二
十
六
年
十
月

一
日 

平
成
二
十
六
年
十
月

一
日 

平
成
二
十
六
年
十
月

一
日 

平
成
二
十
六
年
十
月

一
日 

平
成
二
十
六
年
十
月

二
十
日 

平
成
二
十
六
年
七
月

一
日 

平
成
二
十
六
年
十
月

一
日 



 

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

け
あ
ビ
ジ
ョ
ン
蓮
田 

の
ぞ
み
大
野
原
薬
局 

Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
ド
ラ
ッ
グ 

南

栗
橋
薬
局 

あ
す
か
薬
局 

緑
町
店 

わ
か
ば
薬
局 

春
日
部
店 

中
川
薬
局 

春
日
部
店 

ま
こ
薬
局 

株
式
会
社

ビ
ジ
ュ
ア

ル
ビ
ジ
ョ

ン 株
式
会
社

の
ぞ
み
調

剤 株
式
会
社

富
士
薬
品 

大
洋
薬
品

株
式
会
社 

株
式
会
社

ア
イ
ア
イ

フ
ァ
ー
マ

シ
ー 

株
式
会
社

グ
ラ
ム 

株
式
会
社

ま
こ
薬
局 

蓮
田
市
東
六
ー
二
ー
一
一 

曾
田
ビ
ル
二
Ｆ 

秩
父
市
大
野
原
三
一
二
ー

一 久
喜
市
南
栗
橋
四
ー
一
四

ー
一 

所
沢
市
緑
町
二
ー
二
ー
一

七 春
日
部
市
内
牧
三
一
四
四

ー
八 

春
日
部
市
西
金
野
井
二
九

一
ー
一
二
六 

春
日
部
市
緑
町
五
ー
九
ー

一
三 

 

平
成
二
十
六
年
九
月

一
日 

平
成
二
十
六
年
九
月

一
日 

平
成
二
十
六
年
十
月

一
日 

平
成
二
十
六
年
十
月

一
日 

平
成
二
十
六
年
十
月

一
日 

平
成
二
十
六
年
十
月

一
日 

平
成
二
十
六
年
十
月

一
日 



二 

指
定
施
術
機
関 

   

松
田 

青 

出
井 

俊
行 

長
谷
川 

誠
治 

梅
田 

兼
豊 

諸
星 

宙 

宮
崎 

京
子 

迫
畑 

匡
典 

及
川 

智
之 

氏 
 

 
 

名 

        
住 

所 

こ
だ
ま
大
地
整

骨
院 

出
井
接
骨
院 

と
く
ま
る
整
骨

院 さ
く
ら
鍼
灸
整

骨
院 

さ
く
ら
整
骨
院 

 

元
気
堂
ほ
り
ふ

ね
整
骨
院 

す
ず
ら
ん
鍼
灸

整
骨
院 

 
 

あ
か
つ
き
鍼
灸

接
骨
院 

名 
 

 
 

称 

施 
 

 
 

 
 

術 
 

 
 

 
 

所 

本
庄
市
児
玉
町
吉
田

林
一
二
四
ー
九 

羽
生
市
東
六
ー
一
六

ー
二
五 

板
橋
区
徳
丸
一
ー
七

ー
一
二 

シ
ー
ル
ド

一
Ｆ 

所
沢
市
並
木
八
ー 

一 

六
ー
一
一
九 

 
 

 

所
沢
市
東
狭
山
ヶ
丘

一
ー
七
ー
一
〇 

東
京
都
北
区
堀
船
三

ー
一
三
ー
一
〇 

東
京
都
北
区
志
茂
二

ー
五
七
ー
一 

 
富
士
見
市
東
み
ず
ほ

台
二
ー
二
ー
一
一 

パ
ー
ル
ヴ
ィ
ラ
一
ー

Ａ 所 
 

在 
 

地 

平
成
二
十
六
年
九

月
十
六
日 

 

平
成
二
十
六
年
九

月
一
日 

 

平
成
二
十
六
年
八

月
一
日 

 

平
成
二
十
六
年
七

月
一
日 

 

平
成
二
十
六
年
七

月
一
日 

平
成
二
十
六
年
九

月
一
日 

 

平
成
二
十
六
年
九

月
一
日 

 

平
成
二
十
六
年
九

月
一
日 

指 

定 

年 

月 

日 



   

坂
本 

里
香 
 

細
谷 

英
治 

高
橋 

衛 

内
田 

幸
佑 

堀
内 

一
男 

酒
井 

哲
男 

原
口 

幸
一
郎 

佐
藤 

裕
司 

関
口 
明 

井
上 

光
徳 

          

ヴ
ェ
ル
ペ
ン
ほ

っ
と
治
療
院 

朝
霞
リ
ハ
ビ
リ

治
療
院 

リ
カ
バ
リ
ー 

ふ
く
わ
ら
い
マ

ッ
サ
ー
ジ 

も

み

処

本

舗 

ら
く
ら
く
亭 

さ
か
い
鍼
灸
整

骨
院 

は
ら
ぐ
ち
接
骨

院 中
村
橋
ア
ー
ス

整
骨
院 

関
口
接
骨
院 

さ
く
ら
接
骨
院 

飯
能
市
南
町
三
ー
三 

朝
霞
市
溝
沼
七
六
〇 

朝
霞
溝
沼
医
療
セ
ン

タ
ー
二
Ｃ 

 

草
加
市
氷
川
町
二
一

三
七
ー
八
ー
一
〇
二 

西
東
京
市
田
無
町
四

ー
二
八
ー
一
三 

お

ん
ぺ
ビ
ル
三
Ｆ 

東
京
都
足
立
区
花
畑

三
ー
一
六
ー
一 

八
潮
市
八
潮
八
ー
二

二
ー
六 

熊
谷
市
妻
沼
一
四
二

二
ー
六 

ウ
ィ
ズ
ス

テ
ー
ジ
セ
レ
ー
ノ
一

〇
一 

練
馬
区
貫
井
一
ー
七

ー
二
六 

ウ
ィ
ス
テ

リ
ア
Ⅰ
ー
一
〇
一 

深
谷
市
岡
一
九
五
五

ー
一 

豊
島
区
西
巣
鴨
二
ー

二
十
ー
六 

ヴ
ィ
ラ

あ
ず
さ
一
Ｆ 

 

平
成
二
十
六
年
十

月
一
日 

平
成
二
十
六
年
十

一
月
一
日 

平
成
二
十
六
年
十

月
十
日 

平
成
二
十
六
年
七

月
一
日 

平
成
二
十
六
年
十

月
一
日 

平
成
二
十
六
年
十

月
一
日 

平
成
二
十
六
年
九

月
二
十
二
日 

  

平
成
二
十
六
年
十

月
二
十
日 

 

平
成
二
十
六
年
七

月
一
日 

 

平
成
二
十
六
年
七

月
十
六
日 

 



  

熊
谷 

輝
樹 

田
中 

希
穂 

石
羽
澤 

竹
男 

櫻
井 

学 

市
川 

文
乃 

野
田 

憲
枝 

      

く
ま
が
い
鍼
灸

院 ハ
ー
ト
フ
ル
鍼

灸
マ
ッ
サ
ー
ジ

院 ハ
ー
ト
フ
ル
鍼

灸
マ
ッ
サ
ー
ジ

院 

  

訪
問
マ
ッ
サ
ー

ジ
す
こ
や
か 

越
谷
市
東
越
谷
九
ー

二
六
ー
一 

さ
い
た
ま
市
中
央
区

本
町
東
二
ー
二
ー
四 

 

さ
い
た
ま
市
中
央
区

本
町
東
二
ー
二
ー
四 

越
谷
市
相
模
町
七
ー

二
〇
一
ー
六
四 

所
沢
市
東
所
沢
一
ー

三
〇
ー
一 

ビ
ク
ト

リ
ー
ハ
イ
ツ
一
〇
三 

入
間
市
下
藤
沢
四
五

八
ー
一
〇 

平
成
二
十
六
年
十

月
一
日 

平
成
二
十
六
年
九

月
一
日 

 
平
成
二
十
六
年
七

月
一
日 

 

平
成
二
十
六
年
十

一
月
一
日 

 

平
成
二
十
六
年
九

月
二
十
四
日 

 

平
成
二
十
六
年
十

月
六
日 

 



告 
 

示 

 
生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
十
九
条
及
び
第
五
十
五
条
第
一
項

並
び
に
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び

特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に

お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
四
十
九
条
及
び
第
五
十
五
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
指
定
医
療
機
関
又
は
指
定
施
術
機
関
か
ら
、
次
の
と
お
り
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
十
月
三
十
一
日 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司
田 

 
 

一 

指
定
医
療
機
関 

  

み
ら
い
薬
局 

さ
く
ら
薬
局 

春
日
部

藤
塚
店 

名 
 

 
 

 
 

称 

名
称 

 

名
称 

変 

更 

事 

項 
ほ
ほ
え
み
薬
局 

鈴
木
薬
局 

春
日
部

店 変 
 

更 
 

前 

み
ら
い
薬
局 

さ
く
ら
薬
局 

春
日

部
藤
塚
店 

 

変 
 

更 
 

後 

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
三
十
三
号



告 
 

示 

 
生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
十
九
条
及
び
第
五
十
五
条
第
一
項

並
び
に
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び

特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に

お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
四
十
九
条
及
び
第
五
十
五
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
指
定
医
療
機
関
又
は
指
定
施
術
機
関
か
ら
、
次
の
と
お
り
廃
止
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
十
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司
上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

指
定
医
療
機
関 

ふ
じ
さ
わ
歯
科
ク
リ
ニ
ッ

ク 

   

医
療
法
人 

う
ぶ
ご
え
会 

熊
谷
中
山
産
婦
人
科
ク
リ

ニ
ッ
ク 

 

所
沢
く
す
の
き
台
ク
リ
ニ

ッ
ク 

 

わ
た
な
べ
ク
リ
ニ
ッ
ク 

 

井
口
小
児
科
ク
リ
ニ
ッ
ク 

あ
さ
ひ
診
療
所 

 

名 
 

 
 

 

称 

川
口
市
幸
町
二
ー
一
七
ー

一 

パ
ー
ク
ホ
ー
ム
ズ
川

口
幸
町
セ
ン
タ
ー
ス
テ
ー

ジ
一
〇
五 

 

熊
谷
市
戸
出
一
〇
四
七
―

五 

 

所
沢
市
く
す
の
き
台
三
ー

四
ー
二 

白
岡
市
新
白
岡
三
ー
四
一 

ル
ネ
・
ガ
ー
デ
ン
店
舗
一

階 

 

草
加
市
松
原
五
ー
一
ー
七 

  

秩
父
市
本
町
一
ー
一 

二 

Ｆ 

 

所 
 

 
 

 

在 
 

 
 

 

地 
平
成
二
十
五
年
十
月
三
十

一
日 

平
成
二
十
年
四
月
四
日 

平
成
二
十
六
年
九
月
三
十

日 平
成
二
十
六
年
九
月
三
十

日 平
成
二
十
六
年
八
月
三
十

一
日 

 

平
成
二
十
六
年
八
月
三
十

一
日 

 

廃 

止 

年 

月 

日 

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
三
十
四
号



  

秋
山
薬
局 

支
店 

  

そ
ら
薬
局 

  

わ
か
ば
薬
局 

春
日 

部
店 

 

い
ち
ご
薬
局 

あ
ひ
る
薬
局 

 

長
寿
薬
局 

  

か
み
む
ら
歯
科
医
院 

 
 

 

  

パ
ー
ク
タ
ウ
ン
歯
科 

 

こ
み
ね
歯
科
医
院 

  

き
む
ら
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク 

 

デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク 

デ
ュ
オ
中
爪 

  

坂
戸
市
八
幡
二
ー
九
ー
一

九 桶
川
市
若
宮
二
ー
二
九 

春
日
部
市
中
央
一
ー
四
九

ー
五 

セ
ン
タ
ー
ヒ
ル
ズ

春
日
部
一
Ｆ 

 

川
口
市
並
木
三
ー
三
ー
二

四 

酒
井
第
一
ビ
ル
Ｂ
一 

 

草
加
市
草
加
二
ー
二
十
ー

九
ー
一
Ｆ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

熊
谷
市
上
之
一
九
九
一
ー

一 越
谷
市
相
模
町
二
―
二
二

六
―
四 

所
沢
市
並
木
三
ー
一
ー
七

ー
一
〇
一 

 

三
郷
市
早
稲
田
八
ー
一
五

ー
一
一 

春
日
部
市
藤
塚
一
〇
五
三

ー
五 

 

比
企
郡
小
川
町
大
字
中
爪

九
五
ー
三
一 

平
成
二
十
六
年
八
月 

三
十
一
日 

 

平
成
二
十
六
年
九
月
一
九

日 平
成
二
十
六
年
九
月
二
十

八
日 

平
成
二
十
六
年
八
月 

三
十
一
日 

 

平
成
二
十
六
年
九
月
三
十

日 平
成
二
十
六
年
七
月
三
十

一
日 

平
成
二
十
六
年
八
月
三
十

一
日 

平
成
二
十
六
年
八
月
三
十 

一
日 

 
平
成
十
三
年
三
月
三
十
一

日 平
成
二
十
六
年
八
月
三
十

一
日 

 

平
成
二
十
六
年
九
月
三
十

日 



    

二 

指
定
施
術
機
関 

  

Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
ド
ラ
ッ
ク
南
栗

橋
薬
局 

 

の
ぞ
み
薬
局 

大
野
原
店 

  

秋
山
薬
局 

日
の
出
町
店 

秋
山
薬
局 

駅
前
店 

  

久
喜
市
南
栗
橋
四
ー
一
四

ー
一 

秩
父
市
大
野
原
四
二
九
ー

三 坂
戸
市
日
の
出
町
一
五
ー

一 

伊
藤
ビ
ル
一
Ｆ 

 
坂
戸
市
日
の
出
町
一
四
ー

八 フ
ラ
ワ
ー
ビ
ル
一
〇
一 

 

平
成
二
十
六
年
九
月
三
十

日 平
成
二
十
六
年
八
月 

三
十
一
日 

 

平
成
二
十
六
年
八
月 

三
十
一
日 

 

平
成
二
十
六
年
八
月 

三
十
一
日 

 

出
井 

俊
行 

及
川 

智
之 

氏 
 

 

名 

      

住 

所 

出
井
接
骨
院 

一
休
堂
整
骨
院 

名 
 

 
 

 
 

 

称 

施 
 

 
 

 
 

 
 

術 
 

 
 

 
 

 
 

所 

羽
生
市
南
一
ー
十
一

ー
二
十 

和
光
市
西
大
和
団
地

一
ー
七
ー
六 

所 
  

在  
 

地 

平
成
二
十
六
年
九
月

一
日 

平
成
二
十
六
年
四
月

三
十
日 

廃 
止 

年 

月 

日 



告 
 

示 

 
生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
十
九
条
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
の

円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援

に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の

と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
四
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
指
定
医
療
機
関
か
ら
、
次
の
と
お
り
辞
退
の

届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
十
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

山
中
歯
科
医
院 

名 
 

 
 

 

称 

久
喜
市
栗
橋
北
一
―
五
―
七 

所 
 

 
 

 

在 
 

 
 

 

地 

平
成
二
十
六
年
八
月

十
一
日 

辞 

退 

年 

月 

日 

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
三
十
五
号



告 
 

示 

 
生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
介
護
扶
助
の
た
め
の
居
宅
介
護
等
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住

帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律

第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
四

条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
介
護
支
援
給
付
の
た
め
の
居
宅
介
護
等
を
担
当
す
る
機
関
と
し
て
、

次
の
者
を
指
定
し
た
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
十
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

 

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
三
十
六
号



  
か
わ
ぐ
ち
翔
裕

館 和
光
市
北
第
二

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー 

だ
ん
ら
ん
の
家

八
潮 

き
ら
め
き
リ
ハ

ビ
リ
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
鶴
ヶ
島 

訪
問
介
護
事
業

所 

風
の
街 

居
宅
介
護
支
援

事
業
所 

ア
ス

タ
ー 

医
療
法
人 

井

上
整
形
外
科 

特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
さ
く
ら

苑 永
弘
ク
リ
ニ
ッ

ク
訪
問
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン 

名
称 

川
口
市
戸
塚
南
二

ー
一
八
ー
一 

和
光
市
下
新
倉
五

ー
一
〇
ー
七
〇 

八
潮
市
八
潮
七
ー

三
一
ー
六 

鶴
ヶ
島
市
上
広
谷

五
ー
五 

鴻
巣
市
吹
上
富
士

見
一
ー
九
ー
八
ー

四 狭
山
市
大
字
堀
兼

三
四
ー
二 

川
口
市
並
木
二
ー

七
ー
一 

北
本
市
深
井
五
ー

六
七 

新
座
市
東
北
二
ー

一
八
ー
一
九 

所
在
地 

株
式
会
社 

関

東
サ
ン
ガ 

株
式
会
社 

日

本
生
科
学
研
究

所 リ
ビ
ン
グ
ポ
ー

ト
株
式
会
社 

株
式
会
社 

メ

デ
ィ
ウ
ェ
ル
ズ 

社
会
福
祉
法
人

一
粒 

株
式
会
社 

ア

ス
テ
リ
ズ
ム 

医
療
法
人 
井

上
整
形
外
科 

社
会
福
祉
法
人

徳
慈
会 

楠
山 

弘
之 

開
設
者
名 

介
護
予
防
特
定
施
設

入
居
者
生
活
介
護 

特
定
施
設
入
居
者
生

活
介
護 

介
護
予
防
支
援 

通
所
介
護 

介
護
予
防
通
所
介
護 

通
所
介
護 

介
護
予
防
訪
問
介
護 

訪
問
介
護 

居
宅
介
護
支
援 

介
護
予
防
訪
問
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン 

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン 

介
護
予
防
短
期
入
所

生
活
介
護 

介
護
予
防
通
所
介
護 

介
護
予
防
訪
問
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン 

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 

平
成
二
十
六
年
九

月
一
日 

平
成
二
十
六
年
七

月
一
日 

平
成
二
十
六
年
九

月
一
日 

平
成
二
十
六
年
七

月
一
日 

平
成
二
十
六
年
九

月
一
日 

平
成
二
十
六
年
九

月
一
日 

平
成
二
十
六
年
七

月
一
日 

平
成
二
十
六
年
八

月
一
日 

平
成
二
十
六
年
七

月
一
日 

指
定
年
月
日 



  

た

か

ら

薬

局

越
谷
店 

ロ
ー
ソ
ン
ク
オ

ー
ル
薬
局 

三

郷
谷
中
店 

ロ
ー
ソ
ン
ク
オ

ー
ル
薬
局 

八

潮
新
葛
西
橋
店 

居
宅
介
護
支
援

事
業
所 

ウ
ェ

ル
ケ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
越
谷 

き
ら
め
き
リ
ハ

ビ
リ
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
ふ
じ
み
野 

や
さ
し
い
手
春

日
部
居
宅
介
護

支
援
事
業
所 

や
さ
し
い
手
春

日
部
訪
問
介
護

事
業
所 

三
里
デ
イ
サ
ー

ビ
ス 

越
谷
市
平
方
一
七

〇
五
ー
五 

三
郷
市
谷
中
三
七

五 八
潮
市
大
字
古
新

田
四
六
九
ー
一 

越
谷
市
東
越
谷
二

ー
一
ー
四 

会
田

コ
ー
ポ
一
ー
一
Ａ 

ふ
じ
み
野
市
鶴
ケ

岡
二
ー
三
ー
一
九

ー
一
〇
一 

春
日
部
市
新
宿
新

田
三
三
三
ー
一
四

〇 

タ
ン
ケ
ン
ビ

ル
二
〇
二 

春
日
部
市
新
宿
新

田
三
三
三
ー
一
四

〇 
タ
ン
ケ
ン
ビ

ル
二
〇
二 

鶴
ヶ
島
市
大
字
高

倉
一
〇
七
一
ー
四

六 

株
式
会
社
ト
ラ

ス
ト
フ
ァ
ー
マ

シ
ー 

ク
オ
ー
ル
株
式

会
社 

ク
オ
ー
ル
株
式

会
社 

株
式
会
社
ウ
ェ

ル
オ
フ 

株
式
会
社 
メ

デ
ィ
ウ
ェ
ル
ズ 

株
式
会
社 

や

さ
し
い
手
さ
い

た
ま
南 

株
式
会
社 

や

さ
し
い
手
さ
い

た
ま
南 

ス
ト
ー
ン
ウ
ェ

ル
株
式
会
社 

介
護
予
防
居
宅
療
養

管
理
指
導 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

介
護
予
防
居
宅
療
養

管
理
指
導 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

居
宅
介
護
支
援 

介
護
予
防
通
所
介
護 

通
所
介
護 

居
宅
介
護
支
援 

訪
問
介
護 

介
護
予
防
通
所
介
護 

通
所
介
護 

平
成
二
十
六
年
七

月
一
日 

平
成
二
十
六
年
十

月
一
日 

平
成
二
十
六
年
十

月
一
日 

平
成
二
十
六
年
七

月
一
日 

平
成
二
十
六
年
七

月
一
日 

平
成
二
十
六
年
十

月
二
日 

平
成
二
十
六
年
十

月
二
日 

平
成
二
十
六
年
七

月
一
日 



 

は
な
ま
る
薬
局

飯
能
店 

株
式
会
社 

Ａ

Ｂ
Ｃ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

薬
局 

ク
ロ
ー
バ
薬
局 

越
谷
ク
ロ
ー
バ

薬
局 

上
尾
ク
ロ
ー
バ

薬
局 

鈴
木
薬
局 

西
川
口
薬
局 

た

か

ら

薬

局

入
曽
店 

飯
能
市
栄
町
八
ー

九 新
座
市
道
場
一
ー

六
ー
一
一 

越
谷
市
袋
山
二
〇

四
七
ー
二 

越
谷
市
七
左
町
一

ー
三
〇
七
ー
三 

上
尾
市
菅
谷
二
六

五
ー
一 

越
谷
市
千
間
台
西

一
ー
六
七 

ト
ス

カ
四
Ｆ 

川
口
市
並
木
二
ー

一
ー
一
一 

石
井

ビ
ル
二
Ｆ 

狭
山
市
水
野
八
二

四
ー
一 

株
式
会
社 

あ

さ
ひ
調
剤 

株
式
会
社 

Ａ

Ｂ
Ｃ 

株
式
会
社 

エ

ス
シ
ー
グ
ル
ー

プ 株
式
会
社 

エ

ス
シ
ー
グ
ル
ー

プ 株
式
会
社 

エ

ス
シ
ー
グ
ル
ー

プ 株
式
会
社 

エ

ス
シ
ー
グ
ル
ー

プ 株
式
会
社
ト
ラ

ス
ト
フ
ァ
ー
マ

シ
ー 

株
式
会
社
ト
ラ

ス
ト
フ
ァ
ー
マ

シ
ー 

介
護
予
防
居
宅
療
養

管
理
指
導 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

介
護
予
防
居
宅
療
養

管
理
指
導 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

介
護
予
防
居
宅
療
養

管
理
指
導 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

介
護
予
防
居
宅
療
養

管
理
指
導 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

介
護
予
防
居
宅
療
養

管
理
指
導 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

介
護
予
防
居
宅
療
養

管
理
指
導 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

介
護
予
防
居
宅
療
養

管
理
指
導 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

介
護
予
防
居
宅
療
養

管
理
指
導 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

平
成
二
十
六
年
九

月
一
日 

平
成
二
十
六
年
十

月
一
日 

平
成
二
十
六
年
十

一
月
一
日 

平
成
二
十
六
年
十

一
月
一
日 

平
成
二
十
六
年
十

一
月
一
日 

平
成
二
十
六
年
十

一
月
一
日 

平
成
二
十
六
年
七

月
一
日 

平
成
二
十
六
年
七

月
一
日 



  

医
療
法
人
社
団 

マ
ハ
ロ
会 

か

み
む
ら
歯
科
矯

正
歯
科
ク
リ
ニ

ッ
ク 

ふ
く
し
の
ま
ち

久
喜 

在
宅
療
養
支
援

診
療
所 

な
ご

み
診
療
所 

や
ま
さ
き
内
科

ク
リ
ニ
ッ
ク 

越
谷
市
相
模
町
三

ー
二
四
六
ー
一 

久
喜
市
本
町
三
ー

八
ー
三
三 

白
岡
市
野
牛
一
三

二
八
ー
二
ー
三
〇

二 所
沢
市
小
手
指
町

一
ー
一
一
ー
四
ー

三
Ｆ 

医
療
法
人
社
団 

マ
ハ
ロ
会 

株
式
会
社
福
祉

の
街 

西
谷 

弘
美 

山
崎 

哲
郎 

介
護
予
防
居
宅
療
養

管
理
指
導 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

介
護
予
防
訪
問
入
浴

介
護 

訪
問
入
浴
介
護 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

介
護
予
防
居
宅
療
養

管
理
指
導 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

平
成
二
十
六
年
十

月
一
日 

平
成
二
十
六
年
七

月
一
日 

平
成
二
十
六
年
十

月
二
日 

平
成
二
十
六
年
九

月
一
日 



告 
 

示 

 
生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
及
び
中
国
残

留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の

自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
。
以
下
「
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
」

と
い
う
。
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
四

条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
介
護
機
関
（
同
条
第
二
項
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
第

十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
四
条
の
二
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
の
指
定
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
介
護
機
関
を
含
む
。）か
ら
、

次
の
と
お
り
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
十
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
三
十
七
号



訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン 

デ
ュ
ー

ン
越
谷 

あ
い
ブ
ラ
ン
チ 

オ
ア
シ
ス
２
４
熊

谷 ケ
ア
プ
ラ
ン 

吉

田 の
ぞ
み
大
野
原
薬

局 デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ア

ス
タ
ー 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー 

ガ
イ
ア 

訪
問
介
護
事
業
所

桑
の
実
中
央
ヘ
ル

パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ

ン 

名 

称 

所
在
地 

所
在
地 

名
称 

所
在
地 

所
在
地 

名
称 

名
称 

所
在
地 

所
在
地 

変
更
事

越
谷
市
南
越
谷
一

ー

五

ー

三

八

ラ
・
ブ
ラ
ン
シ
ュ

一
Ｆ 

草
加
市
青
柳
五
ー

四
四
ー
二
〇 

介
護
２
４
熊
谷 

狭
山
市
水
野
五
五

七
ー
七 

秩
父
市
大
野
原
四

二
九
ー
三 

の
ぞ
み
薬
局 
大

野
原
店 

宅
老
所
デ
イ
サ
ー

ビ
ス 
ひ
ぐ
ら
し 

本
庄
市
児
玉
町
児

玉
一
四
二
三
ー
一 

所
沢
市
喜
多
町
一

ー
九 

ス
カ
イ
パ

ー
ク
喜
多
一
〇
三

号 

変
更
前 

越
谷
市
越
ヶ
谷
一

ー
一
ー
一 

柳
沼

ビ
ル
二
〇
二
号 

草
加
市
八
幡
町
九

六
ー
一
セ
ン
タ
ー

ヴ
ィ
レ
ッ
チ
二
〇

二 オ
ア
シ
ス
２
４
熊

谷 狭
山
市
中
央
一
ー

四
六
ー
八 

秩
父
市
大
野
原
三

一
二
ー
一 

の
ぞ
み
大
野
原
薬

局 デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ア

ス
タ
ー 

児
玉
郡
神
川
町
八

日
市
六
四
ー
七 

所
沢
市
小
手
指
町

四
ー
一
八
ー
一 

変
更
後 

訪
問
看
護 

介
護
予
防
訪
問
看
護 

居
宅
介
護
支
援 

訪
問
介
護 

介
護
予
防
訪
問
介
護 

居
宅
介
護
支
援 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

介
護
予
防
居
宅
療
養
管

理
指
導 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

介
護
予
防
居
宅
療
養
管

理
指
導 

通
所
介
護 

介
護
予
防
通
所
介
護 

通
所
介
護 

訪
問
介
護 

介
護
予
防
訪
問
介
護 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 



  

い
な
ほ
ケ
ア
サ
ー

ビ
ス 

さ
く
ら
薬
局 

春

日
部
藤
塚
店 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
そ

ら
大
袋
駅
前 

レ
ン
タ
ル
ふ
く
し

の
ま
ち
西
入
間 

よ
す
が
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

け
あ
ら
ー
ず
越
谷

指
定
訪
問
介
護
事

業
所 

け
あ
ら
ー
ず
越
谷

指
定
通
所
介
護
事

業
所 

所
在
地 

名
称 

名
称 

名
称 

名
称 

所
在
地 

所
在
地 

所
在
地 

八
潮
市
八
潮
六
ー

二
ー
二
一
ア
サ
ツ

キ
ハ
イ
ツ
一
〇
一 

ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
さ
ん
わ
八

潮 鈴
木
薬
局 

春
日

部
店 

茶
話
本
舗
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
大
袋
駅
前 

株
式
会
社
福
祉
の

街 

西
入
間
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー 

久
喜
市
南
二
ー
七

ー
一
三 

越
谷
市
大
沢
三
四

〇
六
ー
五 

越
谷
市
大
沢
三
四

〇
六
ー
五 

八
潮
市
八
潮
一
ー

二
三
ー
一
一 

い
な
ほ
ケ
ア
サ
ー

ビ
ス 

さ
く
ら
薬
局 

春

日
部
藤
塚
店 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
そ

ら
大
袋
駅
前 

レ
ン
タ
ル
ふ
く
し

の
ま
ち
西
入
間 

久
喜
市
南
二
ー
七

ー
一
四 

越
谷
市
東
越
谷
九

ー
一
三
八
ー
二 

越
谷
市
東
越
谷
九

ー
一
三
八
ー
二 

介
護
予
防
訪
問
介
護 

訪
問
介
護 

介
護
予
防
訪
問
介
護 

訪
問
介
護 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

介
護
予
防
居
宅
療
養
管

理
指
導 

通
所
介
護 

福
祉
用
具
貸
与 

介
護
予
防
福
祉
用
具
貸

与 特
定
介
護
予
防
福
祉
用

具
販
売 

特
定
福
祉
用
具
販
売 

訪
問
看
護 

介
護
予
防
訪
問
看
護 

介
護
予
防
訪
問
介
護 

訪
問
介
護 

介
護
予
防
通
所
介
護 

通
所
介
護 



告 
 

示 

 
生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
及
び
中
国
残

留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の

自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
。
以
下
「
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
」

と
い
う
。
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
四

条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
介
護
機
関
（
同
条
第
二
項
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
第

十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
四
条
の
二
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
の
指
定
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
介
護
機
関
を
含
む
。）か
ら
、

次
の
と
お
り
廃
止
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
十
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

 
 

 

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
三
十
八
号



   

秋
山
薬
局
駅
前
店 

秋
山
薬
局
支
店 

デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ

ッ
ク 

デ
ュ
オ

中
爪 

き
む
ら
歯
科
ク
リ

ニ
ッ
ク 

さ
い
た
ま
往
診
ク

リ
ニ
ッ
ク 

名 

称 

坂
戸
市
日
の
出
町
一
四
ー
八

フ
ラ
ワ
ー
ビ
ル
一
〇
一 

坂
戸
市
八
幡
二
ー
九
ー
一
九 

比
企
郡
小
川
町
大
字
中
爪
九

五
番
地
三
一 

春
日
部
市
藤
塚
一
〇
五
三
ー

五 富
士
見
市
鶴
瀬
東
一
ー
六
ー

一
一
鶴
瀬
Ｓ
Ｓ
ビ
ル
一
階
Ｂ 

所 

在 

地 

介
護
予
防
居
宅
療
養

管
理
指
導 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

介
護
予
防
居
宅
療
養

管
理
指
導 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

介
護
予
防
居
宅
療
養

管
理
指
導 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

介
護
予
防
居
宅
療
養

管
理
指
導 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

介
護
予
防
居
宅
療
養

管
理
指
導 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 

平
成
二
十
六
年
八
月

三
十
一
日 

平
成
二
十
六
年
八
月

三
十
一
日 

平
成
二
十
六
年
九
月

三
十
日 

平
成
二
十
六
年
八
月

三
十
一
日 

平
成
二
十
六
年
八
月

三
十
一
日 

廃 

止 

年 

月 

日 



告 
 

示 

  
労
働
関
係
調
整
法
（
昭
和
二
十
一
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

平
成
二
十
六
年
十
月
二
十
四
日
付
け
で
、
次
の
と
お
り
争
議
行
為
を
行
う
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
の

で
、
公
表
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
十
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

争
議
行
為
を
行
う
労
働
組
合 

 
 

別
表
に
掲
げ
る
労
働
組
合 

二 

事
件 

 
 

年
末
一
時
金
の
獲
得
等
の
件 

三 

日
時 

 
 

平
成
二
十
六
年
十
一
月
四
日
午
前
零
時
か
ら
問
題
解
決
に
至
る
ま
で
の
期
間 

四 

場
所 

 
 

別
表
に
掲
げ
る
労
働
組
合
の
組
合
員
が
従
事
す
る
全
職
場
又
は
一
部
の
職
場 

五 

概
要 

 
 

救
急
外
来
患
者
及
び
入
院
中
の
重
症
患
者
の
た
め
の
保
安
要
員
若
干
名
を
除
く
全
て
の
組
合 

 

員
又
は
一
部
の
組
合
員
に
よ
る
全
て
の
争
議
行
為
を
行
う
。 

 

別 

表 

  

埼
玉
県
民
主
医
療
機

関
労
働
組
合
協
同
病

院
支
部 

埼
玉
県
民
主
医
療
機

関
労
働
組
合
生
協
本

部
支
部 

労
働
組
合
名 

保
土
田 

毅 

保
土
田 

毅 

執
行
委
員
長

等
名 

埼
玉
協
同
病
院 

医
療
生
協
さ
い

た
ま 

組
合
員
が
従
事

す
る
職
場 

埼
玉
県
川
口
市
木
曽
呂
千
三
百

十
七 

埼
玉
県
川
口
市
木
曽
呂
千
三
百

十
七 

所 

在 

地 

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
三
十
九
号



 

埼
玉
県
民
主
医
療
機

関
労
働
組
合
秩
父
支

部 埼
玉
県
民
主
医
療
機

関
労
働
組
合
行
田
支

部 埼
玉
県
民
主
医
療
機

関
労
働
組
合
熊
谷
支

部 埼
玉
県
民
主
医
療
機

関
労
働
組
合
か
す
か

べ
支
部 

埼
玉
県
民
主
医
療
機

関
労
働
組
合
お
お
み

や
支
部 

埼
玉
県
民
主
医
療
機

関
労
働
組
合
浦
和
支

部 埼
玉
県
民
主
医
療
機

関
労
働
組
合
さ
い
わ

い
支
部 

埼
玉
県
民
主
医
療
機

関
労
働
組
合
川
口
支

部 埼
玉
県
民
主
医
療
機

関
労
働
組
合
み
ぬ
ま

支
部 

埼
玉
県
民
主
医
療
機

関
労
働
組
合
歯
科
診

療
所
支
部 

保
土
田 

毅 

保
土
田 

毅 

保
土
田 

毅 

保
土
田 

毅 

保
土
田 

毅 

保
土
田 

毅 

保
土
田 

毅 

保
土
田 

毅 
保
土
田 

毅 

保
土
田 

毅 

秩
父
生
協
病
院 

行
田
協
立
診
療

所 熊
谷
生
協
病
院 

か
す
か
べ
診
療

所 お
お
み
や
診
療

所 浦
和
民
主
診
療

所 さ
い
わ
い
診
療

所 川
口
診
療
所 

介
護
老
人
保
健

施
設
み
ぬ
ま 

生
協
歯
科
診
療

所 

埼
玉
県
秩
父
市
阿
保
町
一
―
十

一 埼
玉
県
行
田
市
本
丸
十
八
―
三 

埼
玉
県
熊
谷
市
上
之
三
千
八
百

五
十
四 

埼
玉
県
春
日
部
市
谷
原
二
―
四

―
十
二 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
西
区
指
扇

千
百
十
―
二 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
北

浦
和
五
―
十
―
七 

埼
玉
県
川
口
市
中
青
木
四
―
一

―
二
十 

埼
玉
県
川
口
市
仲
町
一
―
三
十

六 埼
玉
県
川
口
市
木
曽
呂
千
三
百

四
十
七 

埼
玉
県
川
口
市
木
曽
呂
千
三
百

十
七 



 

東
松
山
病
院
労
働
組

合 

  

共
立
医
療
会
労
働
組

合 南
埼
玉
病
院
労
働
組

合 埼
玉
県
民
主
医
療
機

関
労
働
組
合
大
井
支

部 埼
玉
県
民
主
医
療
機

関
労
働
組
合
朝
霞
歯

科
支
部 

埼
玉
県
民
主
医
療
機

関
労
働
組
合
さ
ん
と

め
支
部 

埼
玉
県
民
主
医
療
機

関
労
働
組
合
所
沢
診

療
所
支
部 

埼
玉
県
民
主
医
療
機

関
労
働
組
合
西
協
同

支
部 

和
田 

一
己 

  

秋
山 

米
子 

 

成
田 

一
樹 

保
土
田 

毅 

保
土
田 

毅 

保
土
田 

毅 
保
土
田 

毅 

保
土
田 

毅 

東
松
山
病
院 

さ
く
ら
お
と
な

こ
ど
も
診
療
所 

吹
上
共
立
診
療

所 北
本
共
立
診
療

所 南
埼
玉
病
院 

大
井
協
同
診
療

所 あ
さ
か
虹
の
歯

科 介
護
老
人
保
健

施
設
さ
ん
と
め 

所
沢
診
療
所 

埼
玉
西
協
同
病

院 

埼
玉
県
東
松
山
市
大
字
大
谷
四

千
百
六
十
―
二 

埼
玉
県
北
本
市
北
本
団
地
一
―

二
十
七
―
百
二 

埼
玉
県
鴻
巣
市
吹
上
富
士
見
三

―
一
―
十
九 

埼
玉
県
北
本
市
中
丸
五
―
六
―

八 埼
玉
県
越
谷
市
増
森
二
百
五
十

二 埼
玉
県
ふ
じ
み
野
市
ふ
じ
み
野

一
―
一
―
十
五 

埼
玉
県
朝
霞
市
浜
崎
七
百
二
十

四
―
二 

埼
玉
県
所
沢
市
中
富
千
六
百
十

七 埼
玉
県
所
沢
市
宮
本
町
二
―
二

十
三
―
二
十
四 

埼
玉
県
所
沢
市
中
富
千
八
百
六

十
五 



告 
 

示 

  
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、

上
里
幹
線
土
地
改
良
区
か
ら
当
該
役
員
に
就
任
し
た
者
及
び
当
該
役
員
を
退
任
し
た
者
の
氏
名
及

び
住
所
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
十
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

就
任 

 

職
名 

 
 

氏 
 

名 
 

 
 

 

住 
 

所 

 

理
事 

清 

水 

雅 

之 
 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川
町
大
字
八
日
市
二
十
九
番
地
十
二 

 

同 
 

吉 

田 

信 

解 
 

同 
 

本
庄
市
本
庄
二
丁
目
四
番
八
号 

 

同 
 

関 

根 

孝 

道 
 

同 
 

児
玉
郡
上
里
町
大
字
三
町
五
百
七
十
八
番
地
四 

 

同 
 

小 

暮 

勝
三
郎 

 

同 
 

本
庄
市
牧
西
三
百
七
十
九
番
地 

 

同 
 

戸 

塚 
 

 

毅 
 

同 
 

同 
 

都
島
八
百
八
十
八
番
地 

 

同 
 

五
十
嵐 

恒 

雄 
 

同 
 

同 
 

山
王
堂
二
百
十
二
番
地
二 

 

同 
 

五
十
嵐 

 
 

修 
 

同 
 

同 
 

久
々
宇
二
百
六
十
番
地
三 

 

同 
 

武 

藤 

照 

夫 
 

同 
 

同 
 

宮
戸
四
百
五
十
五
番
地 

 

同 
 

新 

井 
 

 

弘 
 

同 
 

同 
 

児
玉
町
上
真
下
三
百
八
十
三
番
地
一 

 

同 
 

松 

本 

五 

郎 
 

同 
 

児
玉
郡
神
川
町
大
字
八
日
市
二
百
二
十
六
番
地
三
十 

 

同 
 

町 

田 

恒 

彦 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

新
里
千
八
百
五
十
一
番
地 

 

同 
 

福 

田 

重 

之 
 

同 
 

同 
 

上
里
町
大
字
忍
保
千
六
百
三
番
地 

 

同 
 

根 

岸 

正 

己 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

神
保
原
町
二
千
十
一
番
地 

 

同 
 

間
々
田 

幸 

雄 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

金
久
保
千
五
百
九
十
一
番
地
一 

 

同 
 

荒 

井 

干 

城 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

勅
使
河
原
九
十
八
番
地 

 

同 
 

松 

本 

勝 

房 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

藤
木
戸
五
百
五
十
五
番
地 

 

同 
 

橋 

本 

倉 

平 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

大
御
堂
二
百
六
十
四
番
地
一 

 

同 
 

小 

沼 

満 

明 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

七
本
木
二
百
三
十
五
番
地 

 

同 
 

小 

林 

忠 

男 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

堤
五
百
三
十
二
番
地
一 

 

同 
 

櫻 

井 
 

 

彪 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

三
町
九
百
八
十
五
番
地
二 

 

監
事 

黒 

澤 

利 

夫 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

嘉
美
三
百
六
十
五
番
地
一 

 

同 
 

高 

柳 

義 

信 
 

同 
 

同 
 

神
川
町
大
字
植
竹
千
二
百
七
十
番
地
二 

 

同 
 

岡 

芹 
 

 

博 
 

同 
 

本
庄
市
今
井
七
百
番
地 

二 

退
任 

 

職
名 

 
 

氏 
 

名 
 

 
 

 

住 
 

所 

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
四
十
号



 

理
事 

清 

水 

雅 

之 
 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川
町
大
字
八
日
市
二
十
九
番
地
十
二 

 
同 

 

吉 

田 

信 

解 
 

同 
 

本
庄
市
本
庄
二
丁
目
四
番
八
号 

 
同 

 

関 

根 

孝 

道 
 

同 
 

児
玉
郡
上
里
町
大
字
三
町
五
百
七
十
八
番
地
四 

 

同 
 

青 

木 
 

 

昇 
 

同 
 

本
庄
市
杉
山
二
十
五
番
地 

 

同 
 

小 
暮 

勝
三
郎 

 

同 
 

同 
 

牧
西
三
百
七
十
九
番
地 

 

同 
 

坂 
上 
一 

郎 
 

同 
 

同 
 

田
中
二
百
五
十
六
番
地 

 

同 
 

五
十
嵐 
貞 
良 

 

同 
 

同 
 

久
々
宇
二
百
八
十
番
地
一 

 

同 
 

吉 

田 

良 
一 

 

同 
 

同 
 

堀
田
千
四
十
五
番
地
二 

 

同 
 

新 

井 
 

 

弘 
 

同 
 

同 
 

児
玉
町
上
真
下
三
百
八
十
三
番
地
一 

 

同 
 

松 

本 

五 

郎 
 

同 
 

児
玉
郡
神
川
町
大
字
八
日
市
二
百
二
十
六
番
地
三
十 

 

同 
 

主 

山 

義 

雄 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

新
里
千
八
百
十
二
番
地 

 

同 
 

門 

倉 

新 

吉 
 

同 
 

同 
 

上
里
町
大
字
八
町
河
原
二
千
百
四
十
六
番
地 

 

同 
 

根 

岸 

正 

己 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

神
保
原
町
二
千
十
一
番
地 

 

同 
 

間
々
田 

幸 

雄 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

金
久
保
千
五
百
九
十
一
番
地
一 

 

同 
 

荒 

井 

干 

城 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 
勅
使
河
原
九
十
八
番
地 

 

同 
 

松 

本 

勝 

房 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

藤
木
戸
五
百
五
十
五
番
地 

 

同 
 

石 

関 

光 

司 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

大
御
堂
百
三
十
一
番
地 

 

同 
 

小 

林 

忠 

男 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

堤
五
百
三
十
二
番
地
一 

 

同 
 

櫻 

井 
 

 

彪 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

三
町
九
百
八
十
五
番
地
二 

 

監
事 

小 

林 

行 

雄 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

嘉
美
四
百
三
十
八
番
地 

 

同 
 

高 

柳 

義 

信 
 

同 
 

同 
 

神
川
町
大
字
植
竹
千
二
百
七
十
番
地
二 

 

同 
 

岡 

芹 
 

 

博 
 

同 
 

本
庄
市
今
井
七
百
番
地 



告 
 

示 

 
 

 
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
県

営
土
地
改
良
事
業
島
中
領
地
区（
特
定
農
業
用
管
水
路
等
特
別
対
策
事
業
）計
画
を
定
め
た
の
で
、

同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
し
、
及
び
当
該
土
地
改
良
事
業
計
画
書
の
写
し
を
次
の
と
お
り

縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
十
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 

一 

縦
覧
期
間 

 
 

平
成
二
十
六
年
十
月
三
十
一
日
か
ら 

 
 

平
成
二
十
六
年
十
二
月
二
日
ま
で 

二 

縦
覧
場
所 

 
 

久
喜
市
栗
橋
総
合
支
所 

 
 

幸
手
市
役
所 

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
四
十
一
号



告 
 

示 

  
建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
八
条
第
三
項
の

規
定
に
よ
る
処
分
を
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
十
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

処
分
を
し
た
年
月
日 

 
 

平
成
二
十
六
年
十
月
三
十
日 

二 

処
分
を
受
け
た
者
の
商
号
、
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
及
び
代
表
者
の
氏
名
並
び
に
許
可
番 

 
 

 

 

号 

 

イ 

商
号 

 
 

 

有
限
会
社
北
辰
興
業 

 

ロ 

主
た
る
営
業
所
の
所
在
地 

 
 

 

埼
玉
県
和
光
市
白
子
四
丁
目
五
番
十
五
号 

 

ハ 

代
表
者
の
氏
名 

 
 

 

砂
原 

満
章 

 

ニ 

許
可
番
号 

 
 

 

埼
玉
県
知
事
許
可
（
般
―
二
十
六
）
第
五
九
二
三
五
号 

三 

処
分
の
内
容 

 
 

法
第
二
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く
営
業
の
停
止 

 

イ 

停
止
を
命
ず
る
営
業
の
範
囲 

 
 

 

建
設
業
の
営
業
の
全
部 

 

ロ 

停
止
を
命
ず
る
期
間 

 
 

 

平
成
二
十
六
年
十
一
月
十
三
日
か
ら
同
月
十
五
日
ま
で
の
三
日
間 

四 

処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実 

 
 

有
限
会
社
北
辰
興
業
の
代
表
取
締
役
は
、
平
成
二
十
五
年
六
月
二
十
四
日
に
東
京
簡
易
裁
判 

 

所
か
ら
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
違
反
に
よ
り
略
式
命
令
を
受
け
、
平
成
二
十 

 

五
年
七
月
十
一
日
に
罰
金
刑
が
確
定
し
た
。 

 
 

こ
の
こ
と
は
、
建
設
業
法
第
二
十
八
条
第
一
項
第
三
号
に
該
当
す
る
。 

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
四
十
二
号



告 
 

示 

  
建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
八
条
第
三
項
の

規
定
に
よ
る
処
分
を
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
十
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

処
分
を
し
た
年
月
日 

 
 

平
成
二
十
六
年
十
月
三
十
日 

二 

処
分
を
受
け
た
者
の
商
号
、
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
及
び
代
表
者
の
氏
名
並
び
に
許
可
番 

 
 

 

 

号 

 

イ 

商
号 

 
 

 

株
式
会
社
サ
ン
工
業 

 

ロ 

主
た
る
営
業
所
の
所
在
地 

 
 

 

埼
玉
県
行
田
市
大
字
南
河
原
六
七
〇
番
地
二 

 

ハ 

代
表
者
の
氏
名 

 
 

 

小
林 

三
郎 

 

ニ 

許
可
番
号 

 
 

 

埼
玉
県
知
事
許
可
（
般
―
二
十
三
）
第
三
五
七
八
三
号 

三 

処
分
の
内
容 

 
 

法
第
二
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く
営
業
の
停
止 

 

イ 

停
止
を
命
ず
る
営
業
の
範
囲 

 
 

 

建
設
業
の
営
業
の
全
部 

 

ロ 

停
止
を
命
ず
る
期
間 

 
 

 

平
成
二
十
六
年
十
一
月
十
三
日
か
ら
同
月
十
五
日
ま
で
の
三
日
間 

四 

処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実 

 
 

株
式
会
社
サ
ン
工
業
及
び
代
表
取
締
役
は
、
平
成
二
十
四
年
十
二
月
十
九
日
に
熊
谷
簡
易
裁 

 

判
所
か
ら
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
違
反
に
よ
り
略
式
命
令
を
受
け
、
罰
金
刑 

 

 

が
確
定
し
た
。 

 
 

こ
の
こ
と
は
、
建
設
業
法
第
二
十
八
条
第
一
項
第
三
号
に
該
当
す
る
。 

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
四
十
三
号



告 
 

示 

  
次
の
雨
水
流
出
抑
制
施
設
は
、
埼
玉
県
雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成

十
八
年
埼
玉
県
条
例
第
二
十
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
則
で
定
め
る
技
術
的
基
準
に
適
合
す
る
と

認
め
た
の
で
、
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
十
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

許
可
番
号 

 
 

第
二
〇
一
三
―
一
四
―
三
号 

二 

雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
敷
地
で
あ
る
土
地
の
区
域 

 
 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
岩
槻
区
大
字
長
宮
七
百
十
九
番
地
一 

外
七
十
四
筆 

三 

雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
容
量 

 
 

容
量 

二
千
九
百
三
十
一
立
方
メ
ー
ト
ル 

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
四
十
四
号



告 
 

示 

 
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
落
札
者
を
決

定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
十
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
四
十
五
号



１ 購入等件名及び数量 

  警察ネットワーク接続用端末装置等の賃貸借 一式 

２ 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地 

  埼玉県警察本部総務部財務局会計課調度第一係 埼玉県さいたま市浦和区高砂 

 ３丁目15番１号 

３ 落札者を決定した日 

  平成26年10月１日 

４ 落札者の住所及び氏名 

  株式会社ＪＥＣＣ 東京都千代田区丸の内３丁目４番１号 

５ 落札金額 

  99,733,680円 

６ 契約の相手方を決定した手続 

  一般競争入札 

７ 入札の公告を行った日 

  平成26年８月22日 



告 
 

示 
 

埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
七
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
六
年
十
月
三
十
一
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路

環
境
課
及
び
埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
十
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
長 

内 

藤 

敏 

夫 
 

 
 

 
 

 
 



 

富
岡
入
間
線 

路 
 

線 
 

名 

 

入
間
市
大
字
仏
子
字
上
野
八
三
七
番
一

地
先
か
ら
同
市
大
字
仏
子
字
上
野
八
八
六

番
三
地
先
ま
で 

供
用
開
始
の
区
間 

平
成
二
十
六
年
十
月
三
十
一
日 

供
用
開
始
の
期
日 

平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
日
付
け
埼
玉
県

飯
能
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
一
号
で

告
示
し
た
道
路
予
定
区
域
の
一
部
供
用
開

始
で
あ
る
。 

 

延
長
一
〇
〇
・
四
〇
メ
ー
ト
ル 

備  

 

考  



告 
 

示 
 

埼
玉
県
本
庄
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
九
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
六
年
十
月
三
十
一
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路

環
境
課
及
び
埼
玉
県
本
庄
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
十
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 

埼
玉
県
本
庄
県
土
整
備
事
務
所
長 

石 

関 

千 

春 
 

 
 

一 

道
路
の
種
類  

一
般
国
道 

 

二 

路

線

名  

四
百
六
十
二
号 

三 

道
路
の
区
域 



 

新 旧 

旧 

新 

別 

児
玉
郡
神
川
町
大
字
二
ノ
宮
字
元
森
六

六
三
番
一
地
先
か
ら
同
郡
同
町
大
字
二

ノ
宮
字
元
森
六
五
九
番
一
地
先
ま
で 

区 
 

 
 

間 

一
〇
・
〇
四 

 
 

 
 

～ 

一
一
・
六
〇 

九
・
七
四 

 
 

 
 

～ 一
〇
・
八
九 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 

一
一
〇
・
〇
〇 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 

自
転
車
歩
行
者
道
整
備
工
事
に
よ
る 

備  

 

 

考  



告 
 

示 

 
埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
百
六
十
五
号 

 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
開

発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
十
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

橘 
 

 

裕 

子 

一 

許
可
番
号 

 
 

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
三
日 

 
 

指
令
川
建
セ
第
二
六
〇
〇
二
三
〇
号 

二 

検
査
済
証
番
号 

 
 

平
成
二
十
六
年
十
月
二
十
八
日 

 
 

川
建
セ
第
二
六
〇
一
〇
三
号 

三 

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

 
 

埼
玉
県
比
企
郡
嵐
山
町
大
字
鎌
形
字
塩
沢
二
千
六
百
七
十
九
番
一 

四 

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

 
 

埼
玉
県
比
企
郡
嵐
山
町
大
字
鎌
形
二
千
六
百
八
十
番
地 

 
 

杉
山 

翔
太 

 

杉
山 

弘
美 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
熊
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
十
七
号 

 

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
八
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

認
定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
十
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
熊
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

井 

野 

良 

明 

   



 

第
ニ
号 

認
定
番
号 

平
成
二
十
六
年
十
月
二
十
一
日 
認

定

年

月

日 

埼
玉
県
大
里
郡
寄
居
町
大
字
三
ヶ
山
字
向
田
三
百
六
十
八
番

一
外
百
六
十
五
筆 

対

象

区

域 

埼
玉
県
熊
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
内 

公

告

に

係

る

対

象

区

域

等

を

縦

覧

に

供 

す
る
場
所 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
越
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
五
号 

 

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ

り
、
道
路
の
指
定
を
次
の
と
お
り
行
っ
た
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
十
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
越
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

内 

藤 

知 

行 
 

 
 



   

第
二
号 

指
定
番
号 

建
築
基
準
法 

第
四
十
二
条 

第
一
項
第
四
号 

指

定

に

係

る 

道

路

の

種

類 

平
成
二
十
六
年 

十
月
二
十
七
日 

指
定
の
年
月
日 

埼
玉
県
八
潮
市
大
字
古
新
田
字
西
通
百
九
十
五
―
一 

か
ら 

埼
玉
県
八
潮
市
大
字
古
新
田
字
東
通
千
百
二
十
八 

ま
で 

指

定

に

係

る

道

路

の

位

置 

二
百
二
十
三
・
〇 

指

定

に

係

る 

道

路

の

延

長 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 

九
・
〇
〇 

指

定

に

係

る 

道

路

の

幅

員 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
教
委
告
示
第
三
十
号 

 

義
務
教
育
諸
学
校
の
教
科
用
図
書
の
無
償
措
置
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
八

十
二
号
）
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
教
科
用
図
書
採
択
地
区
を
次
の
と
お
り
設
定
し
、

平
成
二
十
六
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

平
成
二
十
五
年
埼
玉
県
教
委
告
示
第
四
十
一
号
（
埼
玉
県
教
科
用
図
書
採
択
地
区
の
設
定
の
一

部
を
改
正
す
る
告
示
）
は
、
平
成
二
十
六
年
十
月
三
十
一
日
限
り
、
廃
止
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
十
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
委
員
長 

髙 

木 

康 

夫 
 

 
 

 

第

十

七

採

択

地

区 

第

十

六

採

択

地

区 

第

十

五

採

択

地

区 

第

十

四

採

択

地

区 

第

十

三

採

択

地

区 

第

十

二

採

択

地

区 

第

十

一

採

択

地

区 

第

十

採

択

地

区 

第

九

採

択

地

区 

第

八

採

択

地

区 

第

七

採

択

地

区 

第

六

採

択

地

区 

第

五

採

択

地

区 

第

四

採

択

地

区 

第

三

採

択

地

区 

第

二

採

択

地

区 

第

一

採

択

地

区 

名 
 

称 

深
谷
市
、
寄
居
町 

熊
谷
市 

本
庄
市
、
美
里
町
、
神
川
町
、
上
里
町 

秩
父
市
、
横
瀬
町
、
皆
野
町
、
長

町
、
小
鹿
野
町 

東
松
山
市
、
滑
川
町
、
嵐
山
町
、
小
川
町
、
川
島
町
、
吉
見
町
、 

鳩
山
町
、
と
き
が
わ
町
、
東
秩
父
村 

飯
能
市
、
狭
山
市
、
入
間
市
、
日
高
市 

所
沢
市 

富
士
見
市
、
坂
戸
市
、
鶴
ケ
島
市
、
ふ
じ
み
野
市
、
三
芳
町
、 

毛
呂
山
町
、
越
生
町 

越
生
町
、
三
芳
町 

  

川
越
市 

上
尾
市 

鴻
巣
市
、
桶
川
市
、
北
本
市
、
伊
奈
町 

志
木
市
、
新
座
市 

朝
霞
市
、
和
光
市 

蕨
市
、
戸
田
市 

草
加
市 

川
口
市 

さ
い
た
ま
市 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

地 
 

 

域 



  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

第
二
十
三
採
択
地
区 

第
二
十
二
採
択
地
区 

第
二
十
一
採
択
地
区 

第

二

十

採

択

地

区 

第

十

九

採

択

地

区 
第

十

八

採

択

地

区 

八
潮
市
、
三
郷
市
、
吉
川
市 

越
谷
市 

久
喜
市
、
蓮
田
市
、
幸
手
市
、
白
岡
市
、
宮
代
町 

春
日
部
市
、
杉
戸
町
、
松
伏
町 

羽
生
市
、
加
須
市 

行
田
市 



 
 
 
 
 

告 
 

示 

 
埼
玉
県
選
管
告
示
第
五
十
七
号 

 

公
職
選
挙
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
八
十
九
号
）
第
五
十
五
条
第
二
項
及
び
第
四
項

第
二
号
（
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
及
び
農
業
委
員
会
等
に
関
す

る
法
律
施
行
令
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
七
十
八
号
）
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
並
び
に
最
高
裁

判
所
裁
判
官
国
民
審
査
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
三
年
政
令
第
百
二
十
二
号
）
に
お
い
て
例
に
よ
る

場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
施
設
を
次
の
と
お
り
指
定
し

た
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
十
月
三
十
一
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

埼
玉
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長 

滝 

瀬 

副 

次 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

老
人
ホ
ー
ム 

老
人
ホ
ー
ム 

老
人
ホ
ー
ム 

老
人
ホ
ー
ム 

種 
 

別  

社
会
福
祉
法
人
か
が
や
き 

 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
そ
ら 

 

社
会
福
祉
法
人
優
美
会 

ケ
ア
ハ
ウ
ス
と
だ
優
和
の
杜 

 

社
会
福
祉
法
人
優
美
会 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
と
だ
優
和
の
杜

（
ユ
ニ
ッ
ト
型
） 

 

社
会
福
祉
法
人
優
美
会 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
と
だ
優
和
の
杜

（
従
来
型
） 

 
 

施
設
の
開
設
主
体
及
び
名
称 

埼
玉
県
春
日
部
市
不
動
院
野
六
百
四

十
七
番
地 

埼
玉
県
戸
田
市
新
曽
南
四
丁
目
二
番

三
十
五
号 

埼
玉
県
戸
田
市
新
曽
南
四
丁
目
二
番

三
十
五
号 

埼
玉
県
戸
田
市
新
曽
南
四
丁
目
二
番

三
十
五
号 

 
 

所 
 

在 
 

地 



雑 
 

報 

 
収
去
し
た
飼
料
等
の
試
験
結
果
の
概
要
の
公
表
に
関
す
る
告
示 

  

飼
料
の
安
全
性
の
確
保
及
び
品
質
の
改
善
に
関
す
る
法
律（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
三
十
五
号
）

第
五
十
六
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
六
年
九
月
に
収
去
し
た
飼
料
等
の
試
験
結
果
の

概
要
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
十
月
三
十
一
日                                               

                     
 

 
 

埼
玉
県
病
害
虫
防
除
所
長 

原 

田 

弘 

之 
 

 
 



１．安全性に関する検査 

製 造 事 業 場 等 の 
名 称 及 び 所 在 地 

収 去 場 所 
飼料又は飼料 
添加物の区分 

飼料又は飼料添加物の名称 
製  造 
(輸入) 
年 月 

試 験 項 目 
違反の有無及び 
違反の内容 

株式会社協同商事コエドブ
ルワリー 三芳工場 
埼玉県入間郡三芳町 

同左 
食品製造副産
物飼料 

ビールかすサイレージ 26.9 重金属－カドミウム、鉛、ひ素 無 

有限会社アグリ・クレイン 
埼玉県深谷市 

同左 
食品残渣等利
用飼料 

前期用食品残渣乾燥飼料 26.9 重金属－カドミウム、鉛、ひ素 無 

同上 同上 
食品残渣等利
用飼料 

後期用食品残渣乾燥飼料 26.9 重金属－カドミウム、鉛、ひ素 無 

兼松新東亜食品株式会社 
岩槻工場 
埼玉県さいたま市 

同左 混合飼料 
ラクトショット 乳酸菌発酵
濃縮物質 

26.9 重金属－カドミウム、鉛、ひ素 無 

(注)１．飼料又は飼料添加物の名称の欄中の「 ○規  」は、法第二十七条第一項又は第二十九条第二項若しくは第三十条第二項の規定に基づく規格適合表示飼料であることを示す。 
 
 



２．栄養成分に関する検査 

製 造 事 業 場 等 の 
名 称 及 び 所 在 地 

収 去 年 月 日 
収 去 場 所 

飼 料 の 名 称 
製  造 
(輸入) 
年 月 

試 験 結 果 の 概 要 

違反の内容 粗たん
白 質 
％ 

粗脂肪 
％ 
ｶﾙｼｳﾑ 
％ 
り ん 
％ 
粗繊維 
％ 
粗灰分 
％ 

揮発性 
塩基性 
窒  素 
％ 

水溶性 
窒  素 
％ 

ﾍﾟﾌﾟｼﾝ 
消化率 
％ 

ＴＤＮ 
％ 
Ｍ Ｅ 
kcal/kg 
その他 
の検査 

株式会社協同商事コ
エドブルワリー 三
芳工場 
埼玉県入間郡三芳町 

H26.9.10 
株式会社協同商
事コエドブルワ
リー 三芳工場 
埼玉県入間郡三
芳町 

ビールかすサイレ
ージ 

26.9 

                 

－  

7.8  2.5  0.03  0.13  4.6  1.0       

有限会社アグリ・ク
レイン 
埼玉県深谷市 

H26.9.16 
有限会社アグ
リ・クレイン 
埼玉県深谷市 

前期用食品残渣乾
燥飼料 

26.9 

                 

－  

14.3  10.0 0.09  0.22  0.4  2.5       

同上 同上 
後期用食品残渣乾
燥飼料 

26.9 

           

－  

12.0 6.4 0.08 0.17 0.4 2.7      

兼松新東亜食品株式
会社 岩槻工場 
埼玉県さいたま市 

H26.9.18 
兼松新東亜食品
株式会社 
埼玉県さいたま
市 

ラクトショット 
乳酸菌発酵濃縮物
質 

26.9 
           

－  

2.5 － 0.04 0.06 － 2.3      

 

(注)１．飼料の名称の欄中の「 ○規  」は、法第二十七条第一項又は第二十九条第二項若しくは第三十条第二項の規定に基づく規格適合表示飼料であることを示す。 
   ２．試験結果の概要の欄にあっては、個別検査項目別に上段に表示成分量、下段に分析結果を示し、違反の内容の欄に表示成分量に対して過不足があった場合当該成分の過不足
量（絶対量)を示す。 
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特
殊
肥
料
の
検
査
結
果
の
公
表
に
関
す
る
告
示 

肥
料
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
第
三
十
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

特
殊
肥
料
検
査
の
結
果
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
十
月
三
十
一
日 

                     
 

 
 

埼
玉
県
病
害
虫
防
除
所
長 

原 

田 

弘 

之 
 

 
 



平成２６年９月分 

特殊肥料 
の指定名 

生産業者、輸入業者
若しくは販売業者
又は表示者 

届出名（及び商品名） 

検 査 の 結 果          

備 考      ＴＮ 
(％) 
ＴＰ 
(％) 
ＴＫ 
(％) 
ＴＣu 
(mg/kg) 

ＴＺn 
(mg/kg) 

ＴＣa 
(％) 
Ｃ／Ｎ 

水分 
（％） 
その他 
の検査 

たい肥 

松本初美 ツチ＆トモ 2.17 4.20 2.76 32 345 12.36 7.5 30.24 
 

 

川越市 肥え土 0.34 0.10 0.22 3 14 0.66 52.1 63.25 
 

 

国分唯史 発酵牛ふん堆肥 0.92 2.52 0.29 20 191 1.96 10.5 65.89 
 

 

備考：１ 分析検査を実施した成分等の略号は次のとおりである。 
        ＴＮ－窒素全量、ＴＰ－りん酸全量、ＴＫ－加里全量、ＴＣu－銅全量、ＴＺn－亜鉛全量、ＴＣa－石灰全量、Ｃ／Ｎ－炭素窒素比、水分－水分含有量 
      ２ 分析値は原則として現物当たりの数値である。ただし、備考欄に「乾物当たり」と記載のある場合は、水分を除き他の項目は乾物当たりの数値である。 
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埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
十
九
号
（
平
成
二
十
六
年
十
月
二
十
八
日
第
二
千
六
百
四
十
一 

 
 

号
）
中
訂
正 

 

ペ
ー
ジ 

 

行 

二 
 

 
 

前
か
ら
十
～
十
六 

 

誤 

 

加
須
市
道
北
千
四
百
二
十
二
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
地
点
か
ら
同
市
道
に
沿
っ
て
北
東
に

進
み
、
加
須
市
道
北
千
四
百
三
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
地
点
か
ら
同
市
道
に
沿
っ
て
北
東
に

進
み
、
加
須
市
道
二
百
八
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
地
点
か
ら
同
市
道
に
沿
っ
て
北
西
に
進
み
、

加
須
市
道
北
千
三
百
六
十
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、同
地
点
か
ら
同
市
道
に
沿
っ
て
北
東
に
進
み
、

加
須
市
道
百
五
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
地
点
か
ら
同
市
道
に
沿
っ
て
南
東
に
進
み
、
加
須
市

道
北
二
千
百
二
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
地
点
か
ら
同
市
道
に
沿
っ
て
北
東
に
進
み
、
加
須
市

道
百
七
号
線
と
の
交
点
に
至
り 

 

正 

 

加
須
市
道
北
二
千
百
九
十
二
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
地
点
か
ら
同
市
道
に
沿
っ
て
北
東
に

進
み
、
県
道
飯
積
向
古
河
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
地
点
か
ら
同
県
道
に
沿
っ
て
北
西
に
進
み
、

加
須
市
道
北
二
千
百
七
十
八
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
地
点
か
ら
同
市
道
に
沿
っ
て
北
東
に
進

み
、
加
須
市
道
北
二
千
百
七
十
一
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
地
点
か
ら
同
市
道
に
沿
っ
て
南
東

に
進
み
、
加
須
市
道
二
百
八
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
地
点
か
ら
同
市
道
に
沿
っ
て
南
東
に
進

み
、
加
須
市
道
北
二
千
百
五
十
五
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
地
点
か
ら
同
市
道
に
沿
っ
て
北
東

に
進
み
、
加
須
市
道
北
二
千
百
三
十
六
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
地
点
か
ら
同
市
道
に
沿
っ
て

南
東
に
進
み
、
加
須
市
道
北
二
千
百
九
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
地
点
か
ら
同
市
道
に
沿
っ
て

北
の
ち
北
東
に
進
み
、
加
須
市
道
百
七
号
線
と
の
接
点
に
至
り 
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